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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

日
本
を
代
表
す
る
舞
踊
家
・

振
付
家
の
柏
木
み
ど
り
が
3

日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
フ
ロ
ー

レ
ン
ス
・
グ
ー
ル
ド
劇
場
で
特

別
公
演
を
開
催
し
、日
本
舞
踊
、

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
、
モ
ダ
ン
ダ
ン

ス
を
融
合
し
た
柏
木
み
ど
り
独

自
の
舞
踊
世
界
を
見
せ
た
。

　

第
一
部
の
日
舞
「
時
は
過
ぎ

て
も
」
で
妖
艶
な
日
本
人
形
の

よ
う
な
姿
で
会
場
を
魅
了
し

た
後
、
第
二
部
の
「
魔
性
の

女
カ
ル
メ
ン
」
で
は
、
男
女

の
恋
の
駆
け
引
き
を
デ
フ
ォ

ル
メ
し
た
強
烈
な
演
技
で
情

熱
的
な
恋
愛
の
悲
劇
を
表
現
。

「
カ
ル
メ
ン
は
、
荒
く
れ
で

男
を
狂
わ
せ
る
魅
力
が
あ
り
、

そ
し
て
男
を
破
滅
さ
せ
る
魔
性

の
女
な
ん
で
す
。
自
分
に
は
な

い
そ
ん
な
と
こ
ろ
に
強
く
惹
か

れ
て
踊
っ
て
み
た
い
と
い
う
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
」
と
話
し

て
い
た
柏
木
だ
が
、
舞
台
で
は

カ
ル
メ
ン
が
踵
を
返
し
て
ツ
ン

と
鼻
を
立
て
て
男
を
振
る
仕
草

は
、
柏
木
の
持
っ
て
生
ま
れ
た

鼻
高
女
そ
の
も
の
の
気
高
さ
で

魔
性
の
女
を
見
事
に
演
じ
た
。

　

今
回
無
料
公
演
に
し
た
の

は
、
広
く
一
般
の
日
米
の
観
客

も
見
て
も
ら
い
た
い
と
の
柏
木

本
人
の
強
い
思
い
か
ら
で
、
９

回
目
と
な
っ
た
カ
ル
メ
ン
の
舞

台
は
、
舞
踊
家
の
頂
点
を
飾
る

の
に
ふ
さ
わ
し
い
集
大
成
と
な

っ
た
。

　

柏
木
は
、
6
歳
よ
り
日
本
舞

踊
を
始
め
、
15
歳
で
柏
木
流
名

取
を
取
得
。
そ
の
後
、
女
優
活

動
を
経
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
渡

り
、
フ
レ
ッ
ド
・
ベ
ン
ジ
ャ
ミ

ン
氏
や
ジ
ョ
ジ
ョ
・
ス
ミ
ス
氏

ら
に
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
を
師
事
。

　

帰
国
後
は
独
自
の
舞
踊
ス
タ

イ
ル
を
確
立
し
、
日
本
舞
踊
の

繊
細
な
表
現
と
現
代
ダ
ン
ス
の

躍
動
感
を
融
合
さ
せ
た
作
品
を

国
内
外
で
発
表
。
こ
れ
ま
で
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
ベ
ル
リ
ン
な
ど

海
外
で
も
公
演
を
成
功
さ
せ
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
紙

を
は
じ
め
と
す
る
各
国
メ
デ
ィ

ア
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い

る
。

　
　
　（
三
浦
良
一
、
写
真
も
）　　
　
　
　
　
　

魔
性
の
女

カ
ル
メ
ン
披
露

柏
木
み
ど
り
が
Ｎ
Ｙ
公
演

　
Ｎ
Ｙ
公
共
図
書
館
（
Ｎ
Ｙ
Ｐ

Ｌ
）
は
２
日
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ

シ
ン
ト
ン
が
考
案
し
た
２
０
０

年
以
上
前
の
ビ
ー
ル
レ
シ
ピ
を

披
露
し
た
。
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｌ
は
「
タ

レ
ア
・
ビ
ー
ル
・
カ
ン
パ
ニ

ー
（Talea Beer Co.

）」
と
提

携
し
、
１
７
５
７
年
に
ワ
シ
ン

ト
ン
が
考
案
し
た
「
ス
モ
ー

ル
・
ビ
ー
ル
」
の
レ
シ
ピ
を
再

現
。
こ
れ
は
ア
ル
コ
ー
ル
度
数

の
低
い
ビ
ー
ル
で
、
７
年
戦
争

中
に
駐
屯
部
隊
の
兵
士
た
ち
を

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
、
赤
痢
な

ど
の
水
系
感
染
症
か
ら
守
る
た

め
に
用
い
ら
れ
て
い
た
と
い

う
。
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｌ
の
写
本
部
門
暫

定
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
で
あ
る
メ
レ

デ
ィ
ス
・
マ
ン
氏
は
「
ワ
シ
ン

ト
ン
の
ビ
ー
ル
は
現
代
の
私
た

ち
が
考
え
る
よ
う
な
醸
造
技
術

の
最
高
峰
と
は
言
い
難
い
も
の

の
、
２
０
０
年
以
上
経
っ
た
今

で
も
そ
の
意
義
は
失
わ
れ
て
い

な
い
」
と
話
し
た
。
こ
の
ビ
ン

テ
ー
ジ
ビ
ー
ル
の
再
現
は
、
今

夏
、
市
内
各
地
で
盛
大
に
祝
わ

れ
る
ア
メ
リ
カ
建
国
２
５
０
周

年
を
記
念
す
る
取
り
組
み
の
一

環
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ペ
ン
シ
ル

ベ
ニ
ア
駅
で
６
月
７
日
夜
、
複

数
の
通
行
人
が
刃
物
で
刺
さ
れ

る
事
件
が
発
生
し
、
６
人
が
負

傷
、
一
人
が
重
傷
を
負
っ
た
。

容
疑
者
は
現
場
で
拘
束
さ
れ
、

当
局
が
動
機
な
ど
を
調
べ
て
い

る
。　

　

消
防
署
の
広
報
担
当
者
に
よ

る
と
、
午
後
７
時
頃
、
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
・
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト

の
コ
ン
コ
ー
ス
で
複
数
の
人
が

刺
さ
れ
た
と
の
通
報
が
９
１
１

で
寄
せ
ら
れ
た
。
駅
構
内
の
店

で
働
く
従
業
人
ら
に
よ
れ
ば
、

通
行
人
が
あ
わ
て
て
逃
げ
出

し
、
一
時
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
な

っ
た
と
い
う
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
消
防
局
（
Ｆ
Ｄ
Ｎ
Ｙ
）
に
よ

る
と
、
負
傷
者
の
う
ち
１
人
が

重
傷
、
２
人
が
中
程
度
の
け
が

を
負
い
、
残
る
負
傷
者
は
比
較

的
軽
傷
だ
っ
た
。
負
傷
者
の
大

半
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ベ
ル
ビ

ュ
ー
病
院
へ
搬
送
さ
れ
た
。　

　

捜
査
当
局
に
よ
る
と
、
容
疑

者
は
ア
ム
ト
ラ
ッ
ク
警
察
に
よ

っ
て
身
柄
を
確
保
さ
れ
た
。
軽

傷
で
ワ
イ
ル
・
コ
ー
ネ
ル
医
療

セ
ン
タ
ー
に
搬
送
さ
れ
た
が
、

８
日
ま
で
に
氏
名
や
起
訴
内
容

は
公
表
さ
れ
て
お
ら
ず
、
被
害

者
同
士
に
関
連
が
あ
る
の
か
、

あ
る
い
は
無
差
別
的
な
犯
行
だ

っ
た
の
か
も
明
ら
か
に
な
っ
て

い
な
い
。複
数
の
報
道
機
関
は
、

容
疑
者
が
ホ
ー
ム
レ
ス
状
態
に

あ
っ
た
可
能
性
や
精
神
的
な
問

題
を
抱
え
て
い
た
可
能
性
を
伝

え
て
い
る
。　

　

ペ
ン
駅
は
全
米
で
最
も
利
用

者
の
多
い
鉄
道
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

一
つ
で
、
マ
ジ
ソ
ン
・
ス
ク
エ

ア
・
ガ
ー
デ
ン
（
Ｍ
Ｓ
Ｇ
）
の

真
下
に
位
置
す
る
。
事
件
発
生

の
翌
８
日
に
は
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
と
マ
ム
ダ
ニ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
長
も
観
戦
す
る
Ｎ
Ｂ
Ａ
フ

ァ
イ
ナ
ル
第
３
戦
が
Ｍ
Ｓ
Ｇ
で

組
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
前
夜
に

無
差
別
刺
傷
事
件
が
発
生
し
た

こ
と
に
な
る
。
こ
の
た
め
周
辺

の
警
備
体
制
強
化
に
も
注
目
が

集
ま
っ
て
い
た
。
た
だ
し
、
捜

査
当
局
は
現
時
点
で
事
件
と
試

合
と
の
関
連
は
確
認
さ
れ
て
い

な
い
と
し
て
い
る
。　

　

マ
ム
ダ
ニ
市
長
は
声
明
で

「
負
傷
さ
れ
た
方
々
、
そ
の
ご

家
族
、
そ
し
て
こ
の
許
し
が
た

い
暴
力
に
よ
っ
て
動
揺
さ
れ
た

す
べ
て
の
方
々
に
、
心
か
ら
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
」
と
Ｓ

Ｎ
Ｓ
に
投
稿
、
被
害
者
へ
の
見

舞
い
を
表
明
す
る
と
と
も
に
、

迅
速
に
対
応
し
た
警
察
や
救
急

隊
員
を
称
賛
し
た
。
事
件
の
詳

し
い
経
緯
に
つ
い
て
は
引
き
続

き
捜
査
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

の
球
場
へ
の
交
通
の
要
衝
と
な

る
駅
だ
け
に
治
安
当
局
は
警
備

に
神
経
を
尖
ら
せ
て
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事

館
は
事
件
の
夜
、
在
留
邦
人
に

緊
急
メ
ー
ル
で
事
件
発
生
を
伝

達
し
「
移
動
に
際
し
て
は
ニ
ュ

ー
ス
等
で
最
新
の
関
連
情
報
の

収
集
に
努
め
る
こ
と
を
お
す
す

め
し
ま
す
」
と
警
告
し
た
。　

ペ
ン
駅
で
通
行
人
刺
さ
れ
る

６
人
負
傷
し
構
内
騒
然

事件があったアムトラック改札近く（８日午前、三浦良一撮影）

269 年前のビール
NY公共図書館再現
建国250 年記念

https://www.restaurantnippon.com/
https://slidemethod.co/free
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
夏

NYストスナ オシャレは街角から生まれる 171
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日
本
に
拠
点
を
置
く
株
式
会

社COXCO

が
今
月
30
日（
火
）

ま
で
、
エ
ー
ス
ホ
テ
ル
Ｎ
Ｙ

（
西
29
丁
目
20
番
地
）
で
「
ド

リ
ー
ム
ア
ー
ト
展
」
を
開
催
し

て
い
る
。
貧
困
・
難
民
・
紛
争

な
ど
困
難
な
状
況
を
生
き
る
12

か
国
の
子
ど
も
た
ち
が
描
い
た

１
２
２
点
の
原
画
を
一
堂
に
集

め
た
ド
リ
ー
ム
ア
ー
ト
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
初
の
国
際
展
覧
会
。

困
難
な
環
境
に
置
か
れ
た
子
ど

も
た
ち
の
原
画
を
世
界
規
模
で

収
集
・
保
存
す
る
ア
ー
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
。
代
表
の
西
側
愛
弓

さ
ん
が
神
戸
女
学
院
大
学
在
学

中
の
２
０
１
５
年
に
フ
ィ
リ
ピ

ン
で
始
め
た
活
動
だ
。
現
在
は

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
中
南

米
・
欧
米
な
ど
12
か
国
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
連
携
し
、

ホ
ー
ム
レ
ス
状
態
に
あ
る
子
ど

も
た
ち
や
紛
争
地
域
や
難
民
の

子
ど
も
た
ち
が
描
い
た
作
品
を

COXCO

が
収
集
、
保
管
し
て

い
る
。
今
回
は
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、

タ
イ
、
ス
ペ
イ
ン
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
、
メ
キ
シ
コ
、
ケ
ニ
ア
、

ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ

株式会社 CO X CO

CEO 西側 愛弓さん

世
界
の
子
供
の
夢
で
Ｎ
Ｙ
絵
画
展
開
催  ◇氏名：キャリー・デイビス　（37

歳）
◇職業：メトロポリタン・オペ
ラハウスの従業員
◇居住地：ワシントン・ハイツ（NY
市）
◇着用の服：ブルーのジャケッ
トはナインウエストで、サング
ラスはグッチ、バッグはコーチ、
ジャンプスーツは古着屋で、靴
はセルビア共和国で購入。イヤ
リングはケイト・スペード製
◇よく利用する店：センチュリー
21、メトロポリタン・オペラハ

ウスのギフトショップ
◇好きなブランド：ケイト・ス
ペード
◇着こなしで気をつけているこ
と：「今日はカジュアルだけど
フォーマルな装いもする。チャー
ミングなファッションが好きで、
他人の目を喜ばせるおしゃれを
したい」
◇撮影場所：リンカーンセンター
の、「Summer for the City（サマー・
フォー・ザ・シティ）」フェスティ
バルの舞台前

　リンカーン・センターの「サマー・フォー・ザ・シティ」が、6月 10日から 8
月 8日まで開催され、数百のイベントが催される。「ジャズ・アット・リンカーン
センター」や「フィルム・アット・リンカーン・センター」などは完全無料、ま
たは価格を自由に決める最低５ドルのイベントなどの他、有料の ABT（アメリカン・
バレエ・シアター）のサマー・シーズンがオペラハウスで、ニューヨーク・フィルハー
モニックが著名なアーティストや指揮者を招いてデービッド・ゲッフェン・ホー
ルでサマー・コンサートを開催、ビビアン・ボーモント・シアターの舞台では演
劇「ラグタイム（Ragtime）」が上演される。涼しい山地に別荘がなくても、海外
旅行に出かけなくてもマンハッタンの夏は十分に楽しめる。 （ワインスタイン今井
絹江、写真も )

ン
ス
、日
本
の
12
か
国
が
参
加
。

西
側
さ
ん
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ケ

ニ
ア
、
タ
イ
は
日
本
人
女
性
が

運
営
す
る
施
設
の
参
加
だ
。

　

西
側
さ
ん
は
「DREAM 

ART Project

は
、
単
に
ア
ー

ト
作
品
を
集
め
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
な
く
将
来
的
に
は
財
団

化
し
、
子
ど
も
た
ち
の
『
経
験

格
差
』
を
縮
め
る
取
り
組
み
へ

と
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

　

会
場
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
集
大
成
と
し
て
刊
行
し
た

「DREAM ART BOOK

」（
7

言
語
）
と
限
定
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ

イ
ズ
が
販
売
さ
れ
て
い
る
。
売

り
上
げ
の
５
％
は
、
作
品
を
描

い
た
子
ど
も
た
ち
と
そ
の
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
直
接
還

元
さ
れ
る
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、Ｎ
Ｙ　

Ａ
Ｄ
Ｃ
（
ア
ー
ト
・

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
ズ
・
ク
ラ
ブ
）

２
０
２
３
年
度
の
ゴ
ー
ル
ド

賞
・
メ
リ
ッ
ト
賞
を
受
賞
す
る

な
ど
、
ア
ジ
ア
を
代
表
す
る
子

ど
も
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
国
際
的
な
評
価
を

得
て
い
る
。
同
展
が
初
の
海
外

デ
ビ
ュ
ー
と
な
る
。　
（
三
浦
） 約 80人が来場した３日のオープニングレセプション（写真・大森めぐみ）

https://www.seitomoko.com/
http://www.easeny.com/
https://www.hmakabelcsw.com/
http://maliliko.com
http://www.salon-oasis.net
http://www.ojfd.com
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ア
イ
ヌ
音
楽
の
旗
手
、 

Ｏ
Ｋ

Ｉ
（
加
納
沖
）
率
い
る
「OKI 

DUB AINU BAND

」
の
コ
ン

サ
ー
ト
が
４
日
、
ジ
ャ
パ
ン
・

ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
で
開
催
さ
れ

た
。
Ｏ
Ｋ
Ｉ
は
自
ら
の
ル
ー
ツ

を
た
ど
り
、
ア
イ
ヌ
独
特
の
楽

器
ト
ン
コ
リ
の
奏
法
を
掘
り
起

こ
し
可
能
性
を
追
求
し
つ
つ
、

レ
ゲ
エ
、
ダ
ブ
、 

Ｒ
＆
Ｂ
、
ジ

ャ
ズ
、
ワ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
な
ど
世
界
の
ル
ー
ツ
音
楽
を

織
り
交
ぜ
た
新
し
い
音
楽
表
現

に
挑
戦
し
続
け
て
い
る
。

　

ま
た
、
コ
ン
サ
ー
ト
翌
日
の

5
日
に
は
、
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
、
新
作
映
画
の
上
映

や
Ｏ
Ｋ
Ｉ
が
ア
イ
ヌ
の
生
活
や

そ
の
独
特
の
楽
器
ト
ン
コ
リ
な

ど
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　
　
　
　
　
　

◇

　

Ｎ
Ｙ
初
上
映
さ
れ
た
映
画

『
普
段
着
の
ア
イ
ヌ
』
は
、
ト

ン
コ
リ
奏
者
と
し
て
国
内
外
で

活
躍
す
る
Ｏ
Ｋ
Ｉ
を
監
督
に
迎

え
制
作
さ
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
だ
。
こ
の
映
画
は
、

昨
年
発
表
さ
れ
、
国
立
ア
イ
ヌ

民
族
博
物
館
で
上
映
さ
れ
て
お

り
、
開
館
以
来
初
の
シ
ア
タ

ー
新
作
。 

天
内
重
樹
の
狩
猟
、

熊
谷
カ
ネ
の
料
理
、
瀧
口
夕
美

の
ア
イ
ヌ
語
と
い
う
出
演
者
そ

れ
ぞ
れ
の
生
き
が
い
を
テ
ー
マ

に
、
今
の
時
代
を
生
き
る
「
普

段
着
の
ア
イ
ヌ
」
を
映
し
出
す

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
作
品
だ
。

　

監
督
の
Ｏ
Ｋ
Ｉ
は
、
鎌
倉
で

生
ま
れ
、
自
分
が
ア
イ
ヌ
と
知

ら
ず
に
幼
少
期
に
離
婚
し
た
日

本
人
の
母
親
に
育
て
ら
れ
た
。

20
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
自
ら
の
出

生
を
知
る
。
ア
ー
ト
研
究
中
の

文
献
の
中
で
、
ビ
ッ
キ
ー
・
砂

川
の
名
前
を
見
つ
け
実
の
父
親

と
確
信
、
冬
の
阿
寒
を
訪
ね
て

実
父
と
会
う
。「
よ
く
き
た
な
」

と
言
っ
た
父
親
と
抱
き
合
っ
て

涙
を
流
し
た
。
だ
が
自
分
が
ア

イ
ヌ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
受

け
れ
る
こ
と
に
抵
抗
が
あ
っ
た

Ｏ
Ｋ
Ｉ
は
、
何
者
で
も
な
い
誰

か
に
な
る
こ
と
を
探
す
た
め

１
９
８
７
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

ア
イ
ヌ
文
化
の
伝
達
者
Ｏ
Ｋ
Ｉ

に
移
住
し
た
。
１
９
９
３
年
、

帰
国
中
に
訪
れ
た
旭
川
で
樺
太

ア
イ
ヌ
の
弦
楽
器
、
ト
ン
コ
リ

に
出
会
い
、
演
奏
家
に
な
る
こ

と
を
決
意
し
た
。
演
奏
と
楽
器

制
作
を
独
学
で
習
得
し
、
独

自
の
音
楽
レ
ー
ベ
ルChikar 

Studio

を
設
立
。
現
在
は
、
日

本
国
内
始
め
海
外
演
奏
活
動
を

続
け
て
い
る
。

　
「
ア
イ
ヌ
の
町
に
あ
る
酒
場

に
初
め
て
入
っ
た
時
に
カ
ウ
ン

タ
ー
に
座
っ
て
い
た
ア
イ
ヌ
の

常
連
客
た
ち
が
振
り
向
い
た
時

の
目
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
そ
れ
は
ま
る
で
ア
メ
リ
カ

の
西
部
劇
の
映
画
で
、
酒
場
に

入
っ
て
来
た
よ
そ
者
を
排
除
す

る
嫌
悪
の
視
線
だ
っ
た
」
と
い

う
。第
二
次
世
界
大
戦
終
了
後
、

サ
ハ
リ
ン
、
樺
太
に
定
住
し
て

い
た
ア
イ
ヌ
た
ち
は
退
き
を
強

制
さ
れ
北
海
道
に
移
り
住
ん
だ

た
め
、
今
は
ア
イ
ヌ
の
足
跡
は

現
地
に
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い

な
い
と
い
う
。

　

Ｏ
Ｋ
Ｉ
は
、
北
海
道
地
方
に

縄
文
時
代
か
ら
住
ん
で
い
た
と

言
わ
れ
る
ア
イ
ヌ
民
族
の
そ
の

ベ
ー
ル
に
包
ま
れ
た
生
活
様
式

や
文
化
を
現
代
の
日
本
に
音

楽
を
通
じ
て
伝
え
る
文
化
の

伝
達
者
（correspondent of 

culture )

と
言
え
る
。
ジ
ャ
パ

ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
で
の
サ
ハ

リ
ン
ロ
ッ
ク
は
、
ご
く
普
通
の

日
本
人
青
年
だ
っ
た
加
納
沖

が
、
ル
ー
ツ
の
旅
を
経
て
た
ど

り
着
い
た
ア
イ
ヌ
民
族
の
魂
と

自
ら
の
魂
「
Ｏ
Ｋ
Ｉ
」
を
共
鳴

さ
せ
た
ス
テ
ー
ジ
だ
っ
た
。　

　
（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

　　ジャパン・ソサエティーで演奏するOKI　（Stage photo by Richard Termine）

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
で
サ
ハ
リ
ン
ロ
ッ
ク

https://www.nipponclub.org/
https://giip-global.com/ja/
https://www.sakagura.com/eastvillage
https://minglesoho-ny.com/
https://linktr.ee/miggymigiwa
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
tel:2122136069
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ワ
ン
フ
ロ
ア
の
平
家
（
ラ
ン
チ
）
に
暮
ら
す

　

ケ
ー
プ
コ
ッ
ド
、
ス
プ
リ
ッ
ト
・
レ
ベ
ル
と
違
っ
た
種
類
の
一

軒
家
の
特
徴
を
書
い
て
き
た
が
、
今
回
は
、
平
屋
（
ラ
ン
チ
）。
全

体
数
か
ら
し
て
、
平
屋
の
数
は
少
な
い
の
で
、
い
つ
の
時
代
も
マ

ー
ケ
ッ
ト
に
出
る
と
重
要
が
高
い
。
平
屋
の
大
き
な
利
点
と
し
て

は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
ワ
ン
フ
ロ
ア
で
生
活
が
成
り
立
つ
こ
と
。

上
に
行
っ
た
り
下
に
行
っ
た
り
の
余
計
な
動
き
が
な
く
，
動
線
が

シ
ン
プ
ル
。
小
さ
い
子
供
が
い
た
り
、
ペ
ッ
ト
が
い
た
り
す
る
と

目
が
届
き
や
す
い
。
子
供
が
大
き
く
な
り
、
部
屋
数
を
増
や
す
必

要
が
で
て
き
た
り
、
ま
た
は
、
夫
婦
の
寝
室
を
別
の
フ
ロ
ア
ー
に

し
た
い
希
望
が
出
て
き
て
も
、

２
階
が
つ
け
ら
れ
る
の
で
、
理

想
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
し
や

す
い
。
た
と
え
、
リ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
し
て
２
階
を
つ
け
た
と

し
て
も
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
平
屋

な
の
で
、
階
段
の
登
り
降
り
が

き
つ
い
年
齢
に
な
っ
て
き
た

り
、
膝
の
故
障
や
腰
の
痛
み
が

で
て
き
た
り
し
て
も
、
一
階
に

寝
室
と
リ
ビ
ン
グ
・
ス
ペ
ー
ス

が
あ
る
の
で
、
引
っ
越
し
を
考

え
な
く
て
も
よ
い
。
子
供
が
巣

立
っ
て
、
夫
婦
二
人
の
生
活
に

な
っ
て
も
、
集
合
住
宅
が
好
み
に
合
わ
な
い
人
達
は
平
屋
に
買
い

替
え
る
人
も
多
い
。

　

平
屋
は
、
家
の
向
き
に
よ
る
と
採
光
が
入
り
に
く
い
と
い
う
欠

点
も
あ
る
が
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ル
ー
ム
や
キ
ッ
チ
ン
の
天
井
が
高
い

（
ハ
イ
・
シ
ー
リ
ン
グ
）
家
や
天
窓
（
ス
カ
イ
・
ラ
イ
ト
）
な
ど
が

つ
い
て
い
る
家
は
、
問
題
が
解
決
さ
れ
る
。

　

写
真
の
平
屋
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
小
さ
な
３
寝
室
だ

が
、
ガ
レ
ー
ジ
も
裏
庭
も
つ
い
て
、
キ
ッ
チ
ン
は
オ
ー
プ
ン
・
キ

ッ
チ
ン
で
使
い
や
す
い
。
一
般
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
は
、
出
さ
れ
て
い

な
い
貴
重
賃
貸
物
件
。
学
校
区
は
と
て
も
良
い
。
芝
刈
り
だ
け
で

な
く
、雪
か
き
も
大
家
が
し
て
く
れ
る
う
れ
し
い
物
件
。
即
入
居
可
、

４
５
０
０
ド
ル
。

　

問
い
合
わ
せ
は
電
話
２
０
１
・
７
７
９
・
４
５
０
８
、
Ｅ
メ
ー
ル 

MFurusho@christiesrealestategroup.com      

古
姓
さ
ん
。

（
写
真
提
供
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ズ
不
動
産
）

EVENT
■ナショナル・プエルトリカンデー・
パレード＝ 6/14 　11:00　Fifth Ave.
（42nd to 79th Sts.）NYに深く根付
くプエルトリコ系の文化、歴史、功
績を祝う大規模パレード。毎年 100
万人以上の観客が集まり、伝統音楽
のサルサや躍動感あふれるダンスで
5番街が熱狂の渦に包まれる。
詳細は https://www.nprdpinc.org/
■マーメイド・パレード＝ 6/20　
Surf Ave to Boradwalk  ブルックリ
ンのコニーアイランドで行われる、
夏の到来を告げるパレード。参加者
たちが人魚や海の生物をテーマにし
た手作りの仮装を披露するユーモラ
スなお祭り。公式サイトで参加者も
募集中。
詳 細 は https://www.coneyisland.
com/mermaidparade
■ NYC プライドマーチ＝ 6/28　
11:00  世界最大級の LGBTQ+パレー
ド。街中がレインボーカラーに染ま
り、華やかな衣装を着た参加者がダ
ンスや音楽とともに街を練り歩く。
5番街＆ 26丁目交差点からスタート
し、7番街＆ 15丁目交差点まで。ス
トリートフェスティバル「PrideFest」
も同時開催。
詳細は https://www.nycpride.org/

MUSIC
■ジャズボーカリスト松尾恵理佳
コンサート＝ 6/25  20:00 ＆ 22:00　
Five Spot Jazz（291 E 9th St.）9枚
目のアルバム『巡りゆく』リリース
ライブ。藤吉久美子、川野太郎、黒
谷友香出演の映画『シ・ン・ラ・イ』
の主題歌『巡りゆく』を収録。メン
バーはピアニストのエリオ・アル
ヴェス、ギタリストのホアンチョ・
ヘレラ、ベーシストのモト・フクシ
マ、ドラマーのローネン・イツィッ
クを迎えたクインテット。入場料：
＄20
詳細は https://www.fi vespotjazz.com
■ジャズピアニスト浅井岳史
が Sunset Jazz 出 演 ＝ 7/3  20:00  
Culture Lab LIC（5-25 46th Avenue, 
Long Island City,）NY を 拠 点 に
活動するジャズピアニスト浅井岳
史のコンサート。演奏は Hashem 
Assadullahi（ サ ッ ク ス ）、Mark 
Wade（ベース）、John Clay（ドラム）
のカルテット。新しい解釈を加えた
ジャズスタンダード曲と、浅井が書
き下ろしたオリジナルを演奏する。
入場無料。
詳細は https://www.culturelablic.org/

THEATRE/DANCE 
■トライベッカ・フェスティバル
＝ 6/14 まで　市内各劇場　2002
年、俳優のロバート・デニーロらに
よって開始された映画祭で、今年は
25周年記念として過去最大規模で
開催。映画だけでなく、ドラマ、音
楽ライブ、トークイベントなどを含
む総合カルチャーフェスとなってい
る。料金は作品によって異なる。　
詳 細 は https://tribecafilm.com/
festival

　

ア
フ
ロ
・
キ
ュ
ー
バ
ン
・
ジ

ャ
ズ
の
ボ
ビ
ー
・
サ
ナ
ブ
リ
ア

率
い
る
マ
ル
チ
バ
ー
ス
・
ビ
ッ

グ
バ
ン
ド
が
20
日
（
土
）
午
後

８
時
か
ら
11
時
ま
で
、
ブ
ロ
ン

ク
ス
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ホ
ー

ル
（
東
１
６
３
丁
目
４
３
８
番

地
）
で
、「
ラ
テ
ン
音
楽
ダ
ン

ス
パ
ー
テ
ィ
ー
」
と
題
し
た
演

奏
会
を
行
う
。
同
ホ
ー
ル
で
昨

年
ラ
イ
ブ
録
音
し
た
新
譜
「
ア

ル
セ
ニ
オ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ヨ
ン

ド
」
の
記
念
公
演
。
同
ビ
ッ
グ

バ
ン
ド
に
は
ド
ラ
マ
ー
の
平
生

喬
士
（
へ
い
し
ょ
う
・
た
か
お
）

が
所
属
。
新
譜
に
は
キ
ュ
ー
バ

出
身
の
音
楽
家
、
作
曲
家
、
ア

ル
セ
ニ
オ
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
の
音

楽
を
中
心
に
、
平
生
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
曲
や
編
曲
作
品
も
含
ま
れ

て
い
る
。
会
場
で
は
新
譜
の
販

売
も
行
わ
れ
る
。
同
ホ
ー
ル
は

２
年
前
に
開
館
。
サ
ナ
ブ
リ
ア

氏
ら
が
出
身
地
ブ
ロ
ン
ク
ス
に

芸
術
の
殿
堂
を
作
ろ
う
と
尽
力

し
て
完
成
に
漕
ぎ
つ
け
た
。

　

入
場
券
は
30
ド
ル
。
購

入
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トhttps://ci.ovationtix.
com/36821/production/1
277883?performanceId=1
1817386

を
参
照
す
る
。

ア
フ
ロ
・
キ
ュ
ー
バ
ン
・

ジ
ャ
ズ
公
演
　
ド
ラ
マ
ー

の
平
生
が
出
演

mailto:hello@libret.com
https://www.redacinc.com/
mailto:emishoga@danielgale.com
http://www.shoenrealty.com
http://www.startsnewyork.com
https://qrco.de/bekbQo
https://www.culturelablic.org/
https://www.nprdpinc.org/
https://www.coneyisland.com/mermaidparade
https://www.nycpride.org/
mailto:MFurusho@christiesrealestategroup.com
mailto:MFurusho@christiesrealestategroup.com
mailto:MFurusho@christiesrealestategroup.com
https://ci.ovationtix.com/36821/production/1277883?performanceId=11817386
https://www.fivespotjazz.com
https://tribecafilm.com/festival
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米
国
移
民
局
（
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ

Ｓ
）
は
今
年
５
月
、
新
た
な
ポ

リ
シ
ー
メ
モ
を
発
表
し
、
米
国

内
で
永
住
権
へ
切
り
替
え
る

「Adjustment of Status

（
Ａ

Ｏ
Ｓ
）」
に
つ
い
て
、
今
後
、

よ
り
慎
重
か
つ
裁
量
的
な
審
査

を
行
う
方
針
を
明
確
に
し
ま
し

た
。

　

今
回
の
メ
モ
で
は
、
Ａ
Ｏ
Ｓ

は
単
な
る
申
請
手
続
き
で
は
な

く
、
移
民
法
上
の
要
件
を
満
た

し
た
場
合
で
も
必
ず
承
認
さ
れ

る
も
の
で
は
な
く
、
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ

Ｓ
審
査
官
の
裁
量
に
基
づ
い
て

許
可
さ
れ
る
「
例
外
的
な
救
済

措
置
」
で
あ
る
点
が
改
め
て
強

調
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め

今
後
は
、
形
式
的
な
要
件
の
充

足
だ
け
で
な
く
、
申
請
者
の
こ

れ
ま
で
の
在
留
状
況
や
移
民
履

歴
全
体
が
よ
り
総
合
的
に
評
価

さ
れ
る
傾
向
が
強
ま
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
特
に
、
非
移
民
ビ

ザ
の
条
件
を
適
切
に
維
持
し
て

い
た
か
、
不
法
就
労
の
有
無
、

オ
ー
バ
ー
ス
テ
イ
の
履
歴
、
虚

偽
申
告
や
重
要
事
項
の
不
開
示

の
有
無
な
ど
が
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
厳
密
に
確
認
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
入
国

時
に
想
定
し
て
い
た
滞
在
目
的

と
、
そ
の
後
の
永
住
権
申
請
に

至
る
経
緯
と
の
一
貫
性
も
重
要

な
判
断
要
素
と
さ
れ
、
い
わ
ゆ

る
「
当
初
か
ら
移
民
目
的
で
の

入
国
で
は
な
い
か
」
と
い
う
観

点
に
つ
い
て
も
慎
重
な
審
査
が

行
わ
れ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｓ
は
、
移

民
ビ
ザ
取
得
の
本
来
の
プ
ロ
セ

ス
は
海
外
の
米
国
大
使
館
・
領

事
館
を
通
じ
た
手
続
き
で
あ

り
、
Ａ
Ｏ
Ｓ
は
米
国
内
で
の
例

外
的
な
調
整
手
段
で
あ
る
と
い

う
基
本
的
な
位
置
付
け
も
改
め

て
示
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

Ｆ
ー
１
学
生
ビ
ザ
や
観
光
ビ
ザ

な
ど
で
入
国
後
に
Ａ
Ｏ
Ｓ
申
請

を
行
う
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
よ
り
精
査
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
本
メ
モ
は
法
律
改

正
で
は
な
く
内
部
ガ
イ
ダ
ン
ス

で
あ
り
、
Ａ
Ｏ
Ｓ
制
度
そ
の
も

の
が
制
限
・
廃
止
さ
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
審
査
の

運
用
と
し
て
裁
量
判
断
の
比
重

が
高
ま
る
点
が
特
徴
と
い
え
ま

す
。
今
後
は
特
に
、
在
留
資
格

の
一
貫
性
と
適
法
な
ス
テ
ー
タ

ス
維
持
の
実
績
が
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
重
要
な
評
価
要
素
に
な

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ナ
ッ
ク
マ

ン
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
・
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
弁
護
士
）

ナ
ッ
ク
マ
ン
弁
護
士
の
移
民
法
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

米
国
移
民
局
「Adjustm

ent of 
Status

」
審
査
の
厳
格
化
を
示
唆

　

全
米
日
系
人
博
物
館
（
Ｊ
Ａ

Ｎ
Ｍ
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
）
の
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
セ
ン
タ
ー
が
運
営

す
る
「
渡
邉
利
三
デ
モ
ク
ラ
シ

ー
・
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
」
の

２
０
２
６
年
度
フ
ェ
ロ
ー
が
選

出
さ
れ
た
。
本
年
度
の
フ
ェ
ロ

ー
は
、
藤
岡
聡
子
（
福
祉
環
境

設
計
士
）、
松
岡
瑛
輝
（
日
本

郵
船
株
式
会
社
）、森
若
奈
（
中

日
新
聞
）、
村
上
健
人
（
株
式

会
社
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
）、
阪

田
隆
治
（
在
日
米
国
大
使
館
）、

塩
見
優
子
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｊ
Ａ

Ｅ
）、鈴
木
ほ
の
か
（TOPPAN

株
式
会
社
）、
田
井
慶
祐
（
和

歌
山
県
）
の
８
人
。
5
月
か
ら

1
年
間
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
対
面

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
す

る
と
と
も
に
、
9
月
下
旬
か
ら

10
月
上
旬
に
か
け
て
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
と
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
を
訪

問
し
、
民
主
主
義
社
会
を
構
成

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
を
持
つ
。
今
年
度
フ
ェ

ロ
ー
の
学
び
の
成
果
は
、
27
年

初
夏
に
公
開
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
報
告
予
定
。

　

ま
た
、
20
日
（
土
）
午
後
２

時
30
分
（
日
本
時
間
）
か
ら
は
、

銀
座
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ザ
に

て
、
25
年
度
渡
邉
デ
モ
ク
ラ
シ

ー
・
フ
ェ
ロ
ー
ら
に
よ
る
公
開

プ
ロ
グ
ラ
ム
「
エ
コ
ー
チ
ェ
ン

バ
ー
か
ら
の
脱
却
：
日
米
の
民

主
主
義
か
ら
探
る
」
を
開
催
。

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
、
能
條

桃
子
さ
ん
（
一
般
社
団
法
人

No Youth No Japan

設
立
者

＆
理
事
、FIFTYS PROJECT

代
表
）
と
シ
ン
・
フ
ァ
ジ
さ
ん

（
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
大
学
社

会
学
部
教
授
・
学
部
長
）
を
迎

え
、
歴
史
や
制
度
の
観
点
か
ら

社
会
の
構
造
を
振
り
返
り
な
が

ら
、
現
実
に
存
在
す
る
障
壁
を

ど
の
よ
う
に
乗
り
越
え
て
い
く

か
等
に
つ
い
て
、「
教
育
」
や

「
報
道
」
の
視
点
も
交
え
て
考

え
る
。
参
加
無
料
（
予
約
推

奨
）。
詳
細
はhttps://www.

janm
.org/dem

ocracy/
ja/events/2026-06-20/
breaking-out-echo-
chamber-tokyo-japan

参
照
。

2026 年度渡邉デモクラシー
フェローシップを発表

全米日系人博物館

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
食
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
協
会
（
Ｊ
Ｆ
Ｈ

Ａ
Ｎ
Ｙ
：Japanese Food & 

Hospitality Association of 
New York

）
は
会
員
向
け
の

福
利
厚
生
の
一
環
と
し
て
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
見
直
し
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
る
。

ト
ラ
イ
ス
テ
ー
ト
エ
リ
ア
で

実
績
の
あ
るUnited Energy 

Consultants （
Ｕ
Ｅ
Ｃ
）
と
提

携
し
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
フ
ー
ド

ビ
ジ
ネ
ス
向
け
に
電
気
・
ガ
ス

契
約
の
無
料
診
断
を
行
っ
て
い

る
。
現
在
の
請
求
書
や
契
約
内

容
を
確
認
し
、
も
っ
と
良
い
料

金
プ
ラ
ン
が
な
い
か
、
複
数
店

舗
を
ま
と
め
て
管
理
で
き
る

か
、
な
ど
を
無
料
で
チ
ェ
ッ
ク

す
る
こ
と
が
可
能
。「
今
の
契

約
で
問
題
な
い
の
か
」「
最
近

の
電
気
代
が
高
く
て
気
に
な

る
」
と
思
っ
て
い
る
な
ら
、
見

積
り
や
診
断
だ
け
で
も
で
き
、

契
約
の
義
務
は
な
い
。
興
味
の

あ
る
人
は
最
新
の
電
気
・
ガ
ス

の
請
求
書
を
Ｅ
メ
ー
ルinfo@

jfhany.org

ま
で
送
付
す
る
。

業界情報やセミナー案内を受け取りたい人は、
ＪＦＨＡＮＹ会員への登録サイト

https://docs.google.com/forms/d/
e/1FAIpQLSdybwVpyScxW96Chy0so-

HfEqsrmaybi3OAQomvoF9tLodbyg/viewformまで。

レ
ス
ト
ラ
ン
の
電
気
代

節
約
方
法
教
え
ま
す
JFHANY

　

7
月
4
日
の
ア
メ
リ
カ
独
立

２
５
０
周
年
を
記
念
し
て
、
世

界
20
か
国
か
ら
48
隻
の
大
型
帆

船
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
港
へ
向
か

い
、
一
堂
に
会
す
る
前
例
の
な

い
イ
ベ
ン
ト
「Sail4th 250

」

が
開
催
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
船

は
7
月
4
日
ま
で
に
到
着
し
、

「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
パ

レ
ー
ド
・
オ
ブ
・
セ
イ
ル
」
に

参
加
す
る
予
定
で
、
そ
の
模
様

は
Ｎ
Ｂ
Ｃ
の
番
組『
ト
ゥ
デ
イ
』

や
、
全
米
向
け
朝
の
番
組
で
、

米
国
の
祝
賀
行
事
の
一
環
と
し

て
生
中
継
さ
れ
る
。

　

参
加
す
る
大
型
帆
船
は
、
英

領
ヴ
ァ
ー
ジ
ン
諸
島
、
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
、
チ
リ
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
、

ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
、
エ
ク
ア
ド

ル
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
ペ

ル
ー
、
イ
ン
ド
、
イ
タ
リ
ア
、

モ
ナ
コ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ル
ー
マ

ニ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
、
ウ
ル
グ
ア
イ
か
ら
集
結

し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
港
へ
と
向

か
う
。
主
催
者
に
よ
る
と
、
こ

れ
は
米
国
史
上
最
大
規
模
の
海

上
・
航
空
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
、

40
隻
以
上
の
米
国
お
よ
び
同
盟

国
の
海
軍
艦
艇
が
ハ
ド
ソ
ン
川

に
停
泊
す
る
。
ま
た
、
ブ
ル
ー

エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
を
先
頭
と
す
る

１
２
０
機
以
上
の
航
空
機
が
、

パ
レ
ー
ド
上
空
を
飛
行
す
る
。

当
日
は
、
６
０
０
万
人
の
観
衆

が
集
ま
る
と
予
想
さ
れ
て
い

る
。

世界から48隻の大型帆船

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
港
へ
向
か
う

　

ウ
ォ
ー
タ
ー
ビ
ュ
ー
・
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
グ
ル
ー

プ
・
イ
ン
ク
は
、
オ
ン
ラ
イ

ン
（
日
本
語
）
で
受
講
で
き
る

州
法
対
応
の
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
研
修
・
パ
ワ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
研
修
を
開
催
す

る
。Bystander Prevention

（
傍
観
者
介
入
）
を
含
む
、
最

新
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
搭
載
の

２
０
２
６
年
版
コ
ー
ス
で
、
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
、
Ｎ
Ｙ
州
、

イ
リ
ノ
イ
州
ほ
か
に
対
応
。
日

本
語
・
英
語
で
受
講
で
き
る
。

コ
ー
ス
を
修
了
す
る
と
、
受
講

者
に
は
修
了
証
（Certifi cate of Completion

）
が
発
行
さ

れ
る
。

　

講
師
は
、
人
事
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
会
社 Pacifi c Dreams, 

Inc. 

の
代
表
取
締
役
酒
井
謙

吉
氏
。
料
金
は
1
人
80
ド
ル

（
5
人
以
上
割
引
あ
り
）。
問

い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://www.

waterviewcoachingjp.com/
sexualharass-j

を
参
照
す
る
。

セ
ク
ハ
ラ
研
修

パ
ワ
ハ
ラ
研
修

オンラインで開催
従
業
員
け
コ
ー
ス
で
修
了
証
を
発
行

NY日本食ポスピタリティ協会

mailto:tmamoru@msn.com
tel:9176780297
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://michaeldunnlaw.com
http://myriverside.net/home
https://www.maxjob.com/
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSdybwVpyScxW96Chy0so-HfEqsrmaybi3OAQomvoF9tLodbyg/viewform
https://www.waterviewcoachingjp.com/sexualharass-j
mailto:info@jfhany.org
https://www.janm.org/democracy/ja/events/2026-06-20/breaking-out-echo-chamber-tokyo-japan
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２
０
２
５
年
の
参
院
選
で
参

政
党
が
躍
進
し
て
以
来
、
日
本

社
会
に
は
一
つ
の
大
き
な
変
化

が
起
き
た
。
そ
れ
は
「
排
外
を

語
る
」
と
い
う
こ
と
へ
の
タ
ブ

ー
意
識
が
消
滅
し
た
と
い
う
こ

と
だ
。
世
界
各
国
と
の
友
好
関

係
を
大
切
に
し
、
国
内
に
お
い

て
は
外
国
人
を「
お
も
て
な
し
」

の
対
象
と
し
て
、
日
本
文
化
が

「
ク
ー
ル
」
だ
と
評
価
さ
れ
る

こ
と
を
素
直
に
喜
ぶ
日
本
人
は

こ
の
時
点
で
ど
こ
か
へ
消
え
て

し
ま
っ
た
。

　

一
つ
だ
け
、
こ
の
変
化
の
中

で
評
価
で
き
る
こ
と
が
あ
る
と

し
た
ら
、
日
本
が
貧
し
く
な
っ

た
こ
と
を
認
め
、
怒
る
と
い
う

態
度
で
あ
る
。
長
ら
く
見
栄
を

張
っ
て
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て

き
た
日
本
人
が
、
よ
う
や
く
日

本
経
済
の
衰
退
を
曲
が
り
な
り

に
も
認
め
た
と
い
う
こ
と
は
正

し
い
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
怒
り

や
気
づ
き
が
、
同
時
に
排
外
感

情
の
封
印
を
解
き
放
つ
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
の
は
、実
に「
だ

ら
し
な
い
」
こ
と
で
あ
り
、
落

胆
を
禁
じ
得
な
い
。

　

排
外
感
情
が
野
放
し
に
な
れ

ば
、
や
が
て
言
動
は
エ
ス
カ
レ

ー
ト
し
て
ゆ
く
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ヤ

フ
コ
メ
で
恥
じ
る
こ
と
な
く

「
垂
れ
流
さ
れ
る
」
排
外
感
情

は
、
Ａ
Ｉ
の
お
か
げ
で
瞬
時
に

各
国
語
に
翻
訳
さ
れ
る
時
代
で

も
あ
る
。
そ
の
恥
ず
か
し
い
言

辞
が
世
界
に
拡
散
し
て
ゆ
く
に

つ
れ
て
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
や

が
て
日
本
や
日
本
文
化
へ
の
称

賛
は
雲
散
霧
消
し
て
し
ま
う
で

あ
ろ
う
。
そ
う
な
れ
ば
観
光
業

だ
け
で
な
く
、
交
通
運
輸
関
連

な
ど
も
含
め
て
日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ

の
多
く
を
占
め
る
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
消
費
も
消
え
て
し
ま
う
。
現

状
で
は
、
与
野
党
問
わ
ず
、
世

論
の
排
外
的
な
深
層
心
理
に
迎

合
こ
そ
す
れ
危
機
感
は
ま
る
で

薄
い
の
が
現
状
で
あ
り
、
現
状

は
極
め
て
危
機
的
だ
。

　

日
本
で
排
外
感
情
が
拡
大
し

て
い
る
こ
と
が
、
国
際
社
会
に

知
れ
渡
っ
た
場
合
に
、
困
る
の

は
観
光
業
だ
け
で
は
な
い
。
排

外
感
情
が
拡
大
す
る
と
い
う
こ

と
は
、
日
本
は
移
民
を
歓
迎
し

な
い
と
い
う
こ
と
を
内
外
に
宣

言
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
な

れ
ば
、
国
全
体
の
人
口
は
少
子

化
の
加
速
と
自
然
減
に
よ
り
急

角
度
で
の
減
少
を
続
け
る
こ
と

は
確
定
的
と
な
る
。
内
需
を
中

心
と
し
た
産
業
へ
は
投
資
は
集

ま
ら
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
Ｇ
Ｄ

Ｐ
そ
の
も
の
へ
の
将
来
的
な
期

待
も
不
可
能
に
な
っ
て
く
る
。

そ
う
し
た
流
れ
の
先
に
は
、
最

終
的
に
は
円
安
が
一
段
と
加
速

す
る
に
違
い
な
い
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
個
々
の
排

外
的
な
感
想
や
心
理
を
点
検
し

て
み
る
と
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

誤
解
や
無
知
か
ら
来
て
い
る
こ

と
に
驚
か
さ
れ
る
。
例
え
ば
、

よ
く
あ
る
感
想
と
い
う
の
が
、

自
分
た
ち
が
汗
水
垂
ら
し
て
働

い
て
い
る
平
日
に
、
大
勢
の
外

国
人
観
光
客
が
街
を
占
領
し
て

い
る
の
は
不
愉
快
と
い
う
も
の

だ
。
欧
米
だ
ろ
う
が
ア
ジ
ア
で

あ
ろ
う
が
、
20
代
か
ら
30
代
に

な
る
と
日
本
文
化
と
と
も
に
育

っ
た
世
代
で
あ
り
、
日
本
文
化

へ
の
畏
敬
や
礼
賛
は
生
粋
の
も

の
と
し
て
あ
る
。
一
方
で
、
大

卒
の
知
的
労
働
で
あ
れ
ば
米
ド

ル
で
6
桁
の
年
収
を
得
つ
つ
、

各
人
が
計
画
的
に
有
給
休
暇
を

取
得
し
て
い
る
だ
け
だ
。
そ
の

よ
う
な
相
手
の
側
の
事
情
を
理

解
し
よ
う
と
も
せ
ず
、
ま
る
で

日
本
に
異
国
人
が
来
て
カ
ネ
の

暴
力
を
行
使
し
て
い
る
と
い
う

の
は
、
言
い
が
か
り
も
甚
だ
し

い
。
批
判
さ
れ
る
べ
き
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
賃
金
相
場
を
確
保

で
き
な
い
日
本
経
済
や
有
給
取

得
を
計
画
的
に
で
き
な
い
労
働

慣
行
に
あ
る
の
は
明
ら
か
だ
。

　

例
え
ば
、「
潤
日
（
ル
ン
リ

ィ
ー
）」
と
い
っ
て
、
若
い
中

国
人
が
中
国
の
苛
酷
な
競
争
や

不
自
由
さ
を
忌
避
し
て
、
日
本

に
夢
を
抱
い
て
来
日
す
る
と
い

う
現
象
が
話
題
に
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
が
、
日
本
の
自
由
や

安
全
に
「
た
だ
乗
り
」
し
て
い

る
と
か
、
中
国
資
本
に
日
本
が

乗
っ
取
ら
れ
る
と
し
て
排
外
感

情
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
っ
て
い

る
。
例
え
ば
、
中
国
の
若
者
が

農
業
の
後
継
者
確
保
や
、
酒
蔵

の
経
営
承
継
な
ど
に
名
乗
り
を

上
げ
て
投
資
を
し
て
い
る
の
だ

が
、
そ
う
し
た
動
き
も
警
戒
の

対
象
に
な
っ
て
い
る
。
け
れ
ど

も
、農
業
に
せ
よ
酒
蔵
に
せ
よ
、

日
本
人
の
若
者
や
女
性
が
資
金

を
投
資
し
よ
う
と
し
て
も
、
高

齢
男
性
中
心
の
社
会
は
「
若
造

や
女
性
の
く
せ
に
偉
そ
う
に
」

な
ど
と
い
っ
て
拒
絶
し
て
き
た

歴
史
が
あ
る
わ
け
で
、
問
題
が

あ
る
と
し
た
ら
、
そ
の
点
を
告

発
す
る
の
が
先
で
あ
ろ
う
。

　

最
大
の
問
題
は
、「
見
た
目
」

が
日
本
人
と
異
な
る
人
、
流
暢

な
日
本
語
を
話
さ
な
い
人
に
対

し
て
は
、
仲
間
と
認
め
な
い
と

い
っ
た
人
種
差
別
の
言
動
が
知

ら
ぬ
間
に
浸
透
し
て
き
た
こ
と

だ
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
在

米
の
日
系
人
・
日
本
人
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
看
過
で
き
な

い
。
例
え
ば
、
複
数
の
バ
ッ
ク

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
日
系
2
世

3
世
の
若
者
を
、
何
の
不
安
も

な
く
日
本
へ
の
留
学
な
ど
に
出

せ
な
い
時
代
が
す
ぐ
そ
こ
ま
で

迫
っ
て
い
る
の
を
感
じ
る
。
今

な
ら
ま
だ
間
に
合
う
。
在
外
公

館
や
国
際
企
業
を
は
じ
め
、
本

国
の
教
育
機
関
や
官
界
、
財
界

な
ど
総
掛
か
り
で
、
日
本
国
内

に
お
け
る
排
外
的
な
言
動
に
対

し
て
真
剣
に
対
抗
し
て
ゆ
か
ね

ば
な
ら
な
い
。

（
れ
い
ぜ
い
・
あ
き
ひ
こ
／
作

家
・
プ
リ
ン
ス
ト
ン
在
住
）

日
本
で
静
か
に
広
が
る
排
外
感
情
、

深
刻
化
が
迫
る
現
状
は
？

　

Ａ
Ｉ
普
及
フ
ェ
ー

ズ
に
お
い
て
、
開
発

企
業
の
「
利
益
優

先
主
義
」
へ
の
シ

フ
ト
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。
象
徴
的

な
の
は
、
対

話
型
Ａ
Ｉ
の

覇
権
を
争
う

Anthropic

やOpenAI

の
米
国
上
場

（
Ｉ
Ｐ
Ｏ
）
の

動
き
だ
。
こ
れ
ま
で
安

全
性
や
社
会
的
利
益
を

重
視
し
た
独
自
の
ガ
バ

ナ
ン
ス
を
模
索
し
て
き

た
両
社
だ
が
、
巨
額
の

イ
ン
フ
ラ
維
持
費
を
賄

う
た
め
、
市
場
か
ら
の

資
金
調
達
へ
の
舵
を
切

っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら

れ
る
。
上
場
企
業
と
な

れ
ば
短
期
的
な
財
務
リ

タ
ー
ン
を
求
め
る
「
株

主
の
圧
力
」
に
さ
ら
さ

れ
る
。
結
果
、
社
会
的

ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
後
退
し
、
利
益

優
先
の
姿
勢
を
強
め
ざ
る
を
得

な
く
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
こ

れ
は
Ｉ
Ｔ
産
業
史
で
繰
り
返
さ

れ
て
き
た
構
造
で
あ
り
、
成
長

の
代
価
で
も
あ
る
が
、
深
刻
な

ジ
レ
ン
マ
と
言
え
る
。
こ
の
事

実
上
の
シ
フ
ト
で
懸
念
さ
れ
る

の
が
「
従
量
課
金
へ
の
移
行
」

に
伴
う
ユ
ー
ザ
ー
コ
ス
ト
の
上

昇
で
あ
る
。
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

の
莫
大
な
推
論
コ
ス
ト
を
回
収

す
る
た
め
従
来
の
定
額
制
か
ら

厳
格
な
課
金
体
系
へ
移
行
す
れ

ば
、
Ａ
Ｉ
利
用
コ
ス
ト
は
跳
ね

上
が
る
。
結
果
、
Ａ
Ｉ
は
誰
も

が
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
公
共
財

で
は
な
く
、
資
金
力
の
あ
る
企

業
や
富
裕
層
の
み
が
独
占
す
る

「
格
差
拡
大
の
ツ
ー
ル
」
に
変

質
し
か
ね
な
い
。
さ
ら
に
、
人

の
管
理
や
倫
理
的
検
証
を
省

き
、
意
思
決
定
を
Ａ
Ｉ
へ
自
動

丸
投
げ
す
る
方
が
「
効
率
的
で

利
益
が
出
る
」
と
市
場
に
判
断

さ
れ
れ
ば
、
競
合
も
追

随
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

株
主
第
一
主
義
が
安
全

性
向
上
へ
の
投
資
を
不

要
な
コ
ス
ト
と
見
な

し
、
リ
ス
ク
管
理
の
甘

い
暴
走
型
の
Ａ
Ｉ
活
用

を
加
速
さ
せ
る
と
い
う

構
造
的
リ
ス
ク
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一

方
で
、
コ
ス
ト
上
昇
に

身
構
え
る
企
業
も
増
え

て
き
て
い
る
。
時
代
の

流
れ
に
乗
り
遅
れ
ま
い

と
「
何
で
も
あ
り
」
の

勢
い
で
導
入
を
進
め
て

き
た
企
業
の
中
に
も
、

「
お
試
し
期
間
」
の
終

了
が
見
え
て
き
た
今
、

立
ち
止
ま
り
、
真
剣
に

コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
見

直
し
、
Ａ
Ｉ
と
人
の
業
務

の
住
み
分
け
を
重
視
し

て
、
一
部
導
入
に
ブ
レ
ー

キ
を
か
け
る
こ
と
を
検
討

す
る
組
織
も
出
て
い
る
。

Ａ
Ｉ
ブ
ー
ム
は
「
狂
乱
の

フ
ェ
ー
ズ
」
か
ら
、
冷
静

に
活
用
を
見
極
め
る
「
沈

静
化
の
フ
ェ
ー
ズ
」
へ
と

シ
フ
ト
し
つ
つ
あ
る
と
も

言
え
る
。（
え
が
わ
・
な

か
ば
／
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ

ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）
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２つの株式上場が投影する、
次期AIフェーズへの懸念とユーザー心理の変化

　

米
疫
病
予
防
管
理
セ
ン
タ
ー

（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）
は
５
月
28
日
、
昨

年
行
っ
た
成
人
の
健
康
や
疾
患

に
関
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

の
結
果
を
公
表
し
、
喫
煙
率
が

喫
煙
率
が
過
去
最
低
に

し
か
し
対
策
本
部
は
閉
鎖

　

外
務
省
の
海
外
安
全
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
に
て
３
日
、「
海
外

に
お
け
る
写
真
・
動
画
撮
影
及

び
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
へ
の
投
稿
に
関
す

る
注
意
喚
起
」が
掲
載
さ
れ
た
。

写
真
や
動
画
撮
影
に
お
け
る
注

意
事
項

（
１
）
海
外
に
お
け
る
カ
メ
ラ
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
ド
ロ
ー
ン

等
で
の
写
真
・
動
画
の
撮
影
の

際
に
は
、
撮
影
が
禁
止
さ
れ
て

い
な
い
場
所
で
あ
る
か
等
を

事
前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

（
２
）
ド
ロ
ー
ン
の
持
込
み
や

ド
ロ
ー
ン
を
使
用
し
て
の
撮
影

は
、
必
ず
事
前
に
撮
影
許
可
を

取
る
等
、
必
要
な
手
続
き
を
と

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

（
３
）
海
外
で
主
に
撮
影
禁
止

と
さ
れ
て
い
る
場
所
や
施
設
の

例
と
し
て
は
、
軍
事
施
設
、
空

港
、駅
・
鉄
道
関
連
施
設
、港
湾
、

橋
、
国
境
地
帯
、
政
府
関
係
施

設
、
各
国
の
大
使
館
等
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。（
４
）
遠
方
か
ら

の
風
景
や
景
色
の
撮
影
で
あ
っ

て
も
、
撮
影
禁
止
と
な
っ
て
い

る
場
所
や
施
設
な
ど
が
写
り
込

む
場
合
が
あ
る
こ
と
や
集
会
や

デ
モ
が
行
わ
れ
て
い
る
周
辺
で

は
被
写
体
に
か
か
わ
ら
ず
写
真

や
動
画
撮
影
が
禁
止
さ
れ
て
い

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
注

意
が
必
要
で
す
。（
５
）
空
港

の
ロ
ビ
ー
等
の
公
共
の
場
所
で

あ
っ
て
も
、
写
真
や
動
画
を
撮

影
す
る
こ
と
で
、
無
断
で
撮
影

し
て
い
る
と
し
て
、
周
囲
の
者

か
ら
治
安
当
局
に
通
報
さ
れ
、

取
り
調
べ
や
拘
束
さ
れ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。（
６
）一
般
的
に
、

人
物
や
礼
拝
な
ど
の
宗
教
行
事

を
撮
影
す
る
場
合
に
は
、
配
慮

が
必
要
で
す
。（
７
）
一
般
公

開
さ
れ
て
い
る
建
築
物
で
あ
っ

て
も
、
内
部
で
の
写
真
や
動
画

の
撮
影
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
（
８
）
な
お
、

撮
影
禁
止
地
域
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、撮
影
禁
止
の
看
板
・

標
識
が
出
て
い
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
へ
の
投
稿
や
配
信
等

に
お
け
る
注
意
事
項

（
１
）
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
投
稿
や
発

信
し
た
写
真
や
動
画
に
撮
影
禁

止
の
場
所
や
施
設
な
ど
が
写
り

込
ん
で
い
た
場
合
は
、
た
と
え

故
意
で
な
く
て
も
、
治
安
当
局

に
拘
束
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。（
２
）
渡
航
先
で
の
投
稿

や
配
信
に
は
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

過
去
最
低
と
な
っ
た
こ
と
が
分

か
っ
た
。
１
９
６
０
年
代
半
ば

で
42
％
だ
っ
た
米
国
の
喫
煙
率

は
２
０
２
４
年
に
初
め
て
10
％

を
下
回
り
、
25
年
は
９
・
１
％

と
な
っ
た
。
電
子
タ
バ
コ
の
使

用
は
増
加
し
て
い
る
が
約
７
％

に
留
ま
っ
て
い
る
。ド
ナ
ル
ド
・

ト
ラ
ン
プ
政
権
は
昨
年
、
Ｃ
Ｄ

Ｃ
の
オ
フ
ィ
ス
・
オ
ン
・
ス
モ

ー
キ
ン
グ
・
ア
ン
ド
・
ヘ
ル
ス

と
同
対
策
室
が
行
っ
て
い
た
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
排
除
し
、
現
在

喫
煙
対
策
は
滞
っ
て
い
る
。

海
外
で
の
写
真
撮
影

監
視
の
目
に
要
注
意

ハリソンで日本祭り開催
　ウエストチェスター郡ハリソンで７日、第３回日本祭りが開
催され、2000 人余りの市民が、習字や紙芝居、空手の実演な
ど日本文化に触れて楽しんだ。会場では焼きそばやお好み焼き
などお祭りに欠かせないフードも登場。主催したのは地元ハリ
ソン高校に在籍する日本人生徒で作るグループ「いちしぶ」。
同高校には約 80 人近い日本人生徒が在籍しているという。多
くの日系企業や学習塾などがスポンサーとして応援した。

　

表
千
家
同
門
会
米
国
東
部
支

部
初
代
事
務
長
を
務
め
た
茶
人

の
原
ヤ
ス
子
さ
ん
が
５
月
21
日

ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
郡
ホ
ワ

イ
ト
プ
レ
ー
ン
ズ
の
病
院
で
脳

出
血
の
た
め
亡
く
な
っ
て
い
た

こ
と
が
９
日
ま
で
に
分
か
っ

た
。
78
歳
だ
っ
た
。

　

夫
の
マ
ー
チ
ン
さ
ん
に
よ
る

と
５
月
14
日
夕
食
時
に
気
分
が

悪
く
な
り
横
に
な
っ
た
後
、
容

態
が
急
変
し
て
救
急
車
で
病
院

に
搬
送
さ
れ
た
。
意
識
は
戻
ら

ず
７
日
後
に
眠
る
よ
う
に
息
を

引
き
取
っ
た
と
い
う
。
原
さ
ん

は
２
０
１
０
年
の
同
門
会
東
部

支
部
設
立
に
尽
力
し
、
引
退
後

も
ヤ
ス
子
茶
の
湯
を
主
宰
し
て

茶
道
を
通
し
て
日
米
交
流
に
励

ん
だ
。
東
京
都
出
身
。
Ｎ
Ｙ
で

は
米
法
律
事
務
所
、
東
京
銀
行

な
ど
に
勤
務
し
た
。
７
月
10
日

（
金
）
午
後
５
時
か
ら
Ｎ
Ｙ
仏

教
会
（
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ド
ラ
イ

ブ
３
３
３
番
地
、
１
０
５
丁
目

と
１
０
６
丁
目
の
間
）
で
追
悼

会
を
行
う
。

表
千
家
同
門
会
米
東
部
支
部

原
ヤ
ス
子
さ
ん
死
去

http://newyork-apartment-realestate.com
https://hinomaru-limo.com/
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
http://www.egawanakaba.com
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観
戦
イ
ベ
ン
ト
14
日

初
戦
の
オ
ラ
ン
ダ
戦
観
戦

　

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
（
Ｊ
Ｆ

Ａ
）
が
ア
メ
リ
カ
で
初
開
催

す
る
タ
レ
ン
ト
発
掘
キ
ャ
ン

プ
「FUTURE CAMP

」
の
参

加
者
募
集
が
開
始
さ
れ
た
。
こ

の
キ
ャ
ン
プ
は
、
ア
メ
リ
カ
在

住
の
日
本
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
若

い
サ
ッ
カ
ー
選
手
を
対
象
に
、

Ｊ
Ｆ
Ａ
が
直
接
選
考
し
、
将
来

の
日
本
代
表
候
補
と
な
る
選
手

を
発
掘
・
育
成
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
取
り
組
み
。
対
象
は

２
０
１
０
年
〜
２
０
１
１
年
生

ま
れ
の
男
子
選
手
で
、
日
本
国

籍
保
有
者
、
ま
た
は
親
が
日
本

国
籍
を
有
す
る
、
将
来
的
に
日

本
国
籍
取
得
予
定
者
。
参
加
費

無
料
、
宿
泊
費
・
食
費
は
主
催

者
が
負
担
す
る
。
定
員
25
人
。

　

キ
ャ
ン
プ
の
日
程
は
8
月

3
日
か
ら
6
日
、
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
ア
ー
バ
イ
ン
に
て
。

応
募
締
め
切
り
は
６
月
12
日

（
金
）。
応
募
・
詳
細
は
公
式
サ

イ
トhttps://jfa.jp/youth_

development/jfa_future_
camp/

を
参
照
す
る
。

サ
ッ
カ
ー
青
年
を
発
掘

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
が
実
施

８
月
に
加
州
で
選
考
合
宿

日系3団体でW杯応援

　

サ
ン
ト
リ
ー
・
ザ
・
プ
レ
ミ

ア
ム
・
モ
ル
ツ
は
14
日
（
日
）

の
午
後
２
時
か
ら
７
時
ま
で
、

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
ジ
ャ
パ
ン
ビ

レ
ッ
ジ
で
、
同
日
午
後
４
時
に

テ
キ
サ
ス
州
ア
ー
リ
ン
ト
ン
の

Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
ス
タ
ジ
ア
ム
で
キ
ッ

ク
オ
フ
さ
れ
る
「
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
２
６
」
日

本
代
表
対
オ
ラ
ン
ダ
代
表
戦
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
ジ
ャ
パ

ン
ビ
レ
ッ
ジ
の
中
庭
に
設
置
さ

れ
た
特
設
会
場
で
、
大
型
ス
ク

リ
ー
ン
で
日
本
代
表
の
試
合
を

観
戦
し
な
が
ら
、
会
場
に
設
置

さ
れ
た
ブ
ー
ス
で
販
売
さ
れ

る
「
ザ
・
プ
レ
ミ
ア
ム
・
モ
ル

ツ
」
を
は
じ
め
、
日
本
の
ウ
イ

ス
キ
ー
や
酎
ハ
イ
、
ソ
フ
ト
ド

リ
ン
ク
や
日
本
の
フ
ー
ド
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
。
イ
ベ

ン
ト
参
加
費
は
無
料
だ
が
要

事
前
登
録
。
登
録
はhttps://

www.japanvillage.com
/

eventscalendar  

か
ら
。
サ

ッ
カ
ー
フ
ァ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、

家
族
や
友
人
と
一
緒
に
楽
し
め

る
イ
ベ
ン
ト
で
、
日
本
代
表
の

奮
闘
を
応
援
し
よ
う
。

42
丁
目
は
バ
ス
走
行
の
み

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
期
間
中

ニューヨーク歴史研究会通信
■第124回例会／令和8年6月例会案内 
開催日： 令和8年6月18日（木曜日）
会　場： 日系人会ホール（49 West 45th 
Street, 5th Floor, New York, NY 10036）
演　題：「憲法改正」とその課題
 －高市政権が挑む戦後日本の悲願－
開　場： 17:45（講演開始まで軽飲食）
時　間： 18:15 ～20:30
講　師： 髙崎康裕（会長）
会　費： 会員20ドル／
 一般30ドル（初回参加無料）
参加申込： Eメール 
 rekishikenkyuny@gmail.com 
 NY歴史研究会事務局 

　今月の例会では、自民党の党是である「自主
憲法制定」に向け、高市政権が挑む「憲法改
正」論議について取り上げる。
　安全保障環が緊張の度を増す中で国を守って
いくために、「憲法」のどの条項の改正が目指
されているのか、現憲法の成り立ちも振り返り
ながらその課題を考える。

ニューヨーク歴史研究会 
since 2011
Historical Studies Group New York Inc.
http://www.nyrekishikenkyu.org/ 

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
商
工
会

議
所
（
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
）、
日
本
ク

ラ
ブ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人

会
（
Ｊ
Ａ
Ａ
）
ヤ
ン
グ
・
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ズ
３
団
体
共

催
に
よ
る
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、

サ
ム
ラ
イ
ブ
ル
ー（
日
本
代
表
）

応
援
イ
ベ
ン
ト
が
、14
日
（
日
）

午
後
４
時
か
ら
（
開
場
は
午
後

３
時
）
プ
レ
イ
ラ
イ
ト
・
ア
イ

リ
ッ
シ
ュ
パ
ブ
２
階
に
あ
る
イ

ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
（
西
35
丁
目

27
番
地
）
に
て
開
催
さ
れ
る
。

日
本
チ
ー
ム
初
戦
と
な
る
オ
ラ

ン
ダ
戦
を
応
援
す
る
。

　

当
日
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
シ

テ
ィ
Ｆ
Ｃ
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

レ
ッ
ド
ブ
ル
ズ
の
代
表
者
が
参

加
す
る
ほ
か
、
両
チ
ー
ム
の
観

戦
チ
ケ
ッ
ト
や
限
定
グ
ッ
ズ
な

ど
が
当
た
る
ラ
ッ
フ
ル
抽
選
会

も
実
施
。
さ
ら
に
、
地
元
Ｍ
Ｌ

Ｓ
（
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
サ
ッ
カ

ー
）
チ
ー
ム
の
代
表
者
も
参
加

す
る
。 

　

入
場
料
20
ド
ル
（
1
回
分
の

無
料
ド
リ
ン
ク
券
付
き
）。
ラ

ッ
フ
ル
は
１
枚 

10
ド
ル
（
現

金
の
み
）。
申
し
込
み
・
詳
細

は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

www.nipponclub.org/event

を
参
照
す
る
。

サントリーが観戦イベント
14日２PM

ジャパンビレッジで
　

ゾ
ー
ラ
ン
・
マ
ム
ダ
ニ

Ｎ
Ｙ
市
長
は
５
月
29
日
、

２
０
２
６
・
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
期
間
中
の
交
通
計
画

を
発
表
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
フ
ァ

ン
や
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
が
押
し

寄
せ
る
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
混
雑

を
緩
和
す
る
た
め
、
メ
ッ
ト
ラ

イ
フ
・
ス
タ
ジ
ア
ム
で
試
合
が

行
わ
れ
る
６
月
13
、
16
、
22
、

25
、
27
、
30
日
、
７
月
５
、
19

日
は
、
42
丁
目
の
５
〜
12
番
街

は
バ
ス
と
シ
ャ
ト
ル
の
み
通
行

可
と
な
る
。
同
区
間
は
、
観
戦

者
を
運
搬
す
る
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

〜
メ
ッ
ト
ラ
イ
フ
・
ス
タ
ジ
ア

ム
（
リ
ン
カ
ー
ン
ト
ン
ネ
ル
経

由
）
の
公
式
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の

運
行
路
に
な
る
た
め
、
順
調
な

運
行
を
促
す
た
め
に
一
般
車
両

の
通
行
止
め
を
実
施
す
る
。

　

同
シ
ャ
ト
ル
は
ポ
ー
ト
オ
ー

ソ
リ
テ
ィ
・
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
、

コ
ロ
ン
バ
ス
サ
ー
ク
ル
、
グ
ラ

ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
そ
ば
に
停

車
す
る
。
ま
た
６
番
街
の
42
〜

59
丁
目
に
は
バ
ス
専
用
レ
ー
ン

を
２
本
確
保
し
、
５
番
街
に
既

存
の
バ
ス
専
用
レ
ー
ン
は
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
の
シ
ャ
ト
ル
使
用

と
な
る
。
リ
ン
カ
ー
ン
ト
ン
ネ

ル
近
く
の
西
40
〜
41
丁
目
の
一

部
も
バ
ス
と
シ
ャ
ト
ル
走
行
の

み
と
な
る
。

　

一
般
車
両
の
通
行
止
め
は
、

試
合
開
始
キ
ッ
ク
オ
フ
の
６
時

間
前
〜
試
合
終
了
後
３
時
間
と

な
る
。
同
市
長
は
試
合
開
催
日

を
「
グ
リ
ッ
ド
ロ
ッ
ク
（
道
路

網
が
ロ
ッ
ク
さ
れ
る
）
ア
ラ
ー

ト
デ
ー
」
と
し
、
車
の
運
転
や

タ
ク
シ
ー
利
用
は
避
け
、
徒
歩

や
自
転
車
、
公
共
交
通
機
関
を

利
用
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い

る
。
詳
細
はhttps://www.

nyc.gov/mayors-office/
news/2026/05/mayor-
mamdani-announces-
midtown-transportation-
plan-to-keep-new-

を
参
照

す
る
。

　

都
市
交
通
局
（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）
は
、

今
月
か
ら
来
月
に
か
け
て
開
催

さ
れ
る
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
の
試
合
が
行
わ
れ
る
8
日

間
、
複
数
の
地
下
鉄
路
線
で
臨

時
列
車
を
運
行
す
る
と
発
表
し

た
。
Ｍ
Ｔ
Ａ
の
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ

で
あ
る
ジ
ャ
ノ
・
リ
ー
バ
ー
氏

は
4
日
、
試
合
当
日
の
ペ
ン
駅

や
ポ
ー
ト
・
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
・

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
結
ぶ
Ｃ
、

1
、
Ｆ
線
を
含
む
地
下
鉄
路
線

で
、
列
車
の
本
数
を
増
や
す
と

述
べ
た
。

　

ま
た
、
週
末
の
試
合
開
催
日

に
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
10
時

30
分
ま
で
の
間
、
Ｃ
線
と
1
線

の
運
行
本
数
を
増
や
す
。
こ
の

路
線
の
運
行
強
化
は
、
サ
ッ
カ

ー
の
試
合
観
戦
に
向
か
う
観
客

が
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
・
ト
ラ

ン
ジ
ッ
ト
や
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
に
乗
り
継

ぎ
、
試
合
が
行
わ
れ
る
メ
ッ
ト

ラ
イ
フ
・
ス
タ
ジ
ア
ム
へ
向
か

う
際
の
利
便
性
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

ホ
ウ
ク
ル
Ｎ
Ｙ
州
知
事
は
「
不

必
要
な
渋
滞
を
防
ぐ
た
め
、
試

合
開
催
日
に
は
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン

周
辺
で
の
工
事
を
一
時
停
止
す

る
」
と
述
べ
て
い
る
。

期
間
中
に
追
加
列
車

Ｍ
Ｔ
Ａ
が
今
月
か
ら
来
月

　

米
仏
友
好
２
５
０
周
年
を
記

念
し
、
Ｎ
Ｙ
市
で
今
夏
「
フ
レ

ン
チ
・
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ウ
ィ
ー

ク
」
が
７
月
４
日
（
土
）
か
ら

19
日
（
日
）
ま
で
開
催
さ
れ
る
。

　

Ｎ
Ｙ
を
拠
点
と
す
る
グ
ロ
ー

バ
ル
企
業
の
Ａ
Ｍ
グ
ロ
ー
バ

ル
・
グ
ル
ー
プ
が
２
０
１
１
年

に
ス
タ
ー
ト
し
た
イ
ベ
ン
ト

で
、
こ
れ
ま
で
シ
カ
ゴ
や
マ
イ

ア
ミ
な
ど
で
２
１
０
店
以
上
が

参
加
し
て
い
る
。

　

今
年
Ｎ
Ｙ
市
で
は
ノ
ー
ホ
ー

の
「
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
」
や

ト
ラ
イ
ベ
ッ
カ
の
「
フ
レ
ン

チ
ェ
ッ
テ
」、
ヘ
ル
ズ
キ
ッ
チ

ン
の
「
マ
ル
セ
イ
ユ
」、
ア
ッ

パ
ー
・
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
の

「
オ
ル
セ
ー
」、
そ
し
て
ダ
ニ

エ
ル
・
ブ
ー
ル
ー
氏
が
手
が

け
る
各
店
が
参
加
し
、
プ
リ

フ
ィ
ッ
ク
ス
・
メ
ニ
ュ
ー
や

ク
ロ
ッ
ク
ム
ッ
シ
ュ
な
ど
の

軽
食
、
伝
統
的
フ
レ
ン
チ
の

コ
ー
ス
な
ど
を
堪
能
で
き
る
。

詳
細
は
公
式
サ
イ
トhttps://

frenchrestaurantweek.com

を
参
照
す
る
。

仏
レ
ス
ト
ラ
ン
週
間

米
仏
友
好
２
５
０
年
記
念

http://goldsteinvisa.com
tel:2122136069
https://www.nyseikatsu.com/portraits/
mailto:rekishikenkyuny@gmail.com
http://www.nyrekishikenkyu.org/
https://www.nipponclub.org/event
https://www.nipponclub.org/event
https://www.nipponclub.org/event
https://www.nipponclub.org/event
https://www.nipponclub.org/event
https://frenchrestaurantweek.com
https://frenchrestaurantweek.com
https://frenchrestaurantweek.com
https://jfa.jp/youth_development/jfa_future_camp/
https://www.japanvillage.com/eventscalendar
https://www.nyc.gov/mayors-office/news/2026/05/mayor-mamdani-announces-midtown-transportation-plan-to-keep-new-


2026年（令和 8年）6月 13日（土） ［ローカル経済］　　（8  ）

　

日
本
ク
ラ
ブ
、Reinvent 

NY 

共
催
に
よ
る
「
第
3
回
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ

ン
の
会
２
０
２
６
夏
の
陣
」
が

18
日
（
木
）
午
後
６
時
か
ら
、

日
本
ク
ラ
ブ
（
五
番
街
６
０
４

番
地
3
階
ロ
ー
ズ
ホ
ー
ル
）
で

開
催
さ
れ
る
。
Ｎ
Ｙ
で
活
躍
す

る
日
本
人
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン

同
士
の
交
流
を
目
的
と
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
。
今
回

の
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
は
、
ベ

ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
リ
ス
ト
＆

テ
ク
ニ
カ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

伊
藤
豪
氏
＝
写
真
＝
。
講
演
で

は
「
米
国
Ｖ
Ｃ
は
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
の
何
を
見
て
評
価
し
て
い

る
の
か
」
に
つ
い
て
幅
広
い
知

見
か
ら
解
説
す
る
。
講
演
後
は

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
時
間
も

設
け
る
。

　

対
象
は
Ｎ
Ｙ
在
住
の
ビ
ジ
ネ

ス
パ
ー
ソ
ン
。
各
社
2
人
程

度
ま
で
。
参
加
費
は
一
般
40

ド
ル
、
日
本
ク
ラ
ブ
会
員
30

ド
ル
、
学
生
20
ド
ル
。
軽
食

や
ア
ル
コ
ー
ル
、
ド
リ
ン
ク

付
き
。
申
し
込
み
はhttps://

form.jotform.com/Nippon_
Club/ny-business-meeting-
2026-Summer

か
ら
。

　

レ
バ
レ
ジ
ー
ズ
Ｕ
Ｓ
イ
ン
ク

は
24
日
（
水
）
午
後
５
時
か
ら

「
２
０
２
６
年
米
国
就
労
ビ
ザ

の
最
新
動
向
と
、
バ
イ
リ
ン
ガ

ル
人
材
確
保
の
た
め
の
移
民
法

戦
略
」
と
題
し
た
無
料
ウ
ェ
ビ

ナ
ー
を
開
催
す
る
。

　

Ｈ-

１
Ｂ
ビ
ザ
の
手
続
き
変

更
点
か
ら
、
日
系
企
業
の
生
命

就
労
ビ
ザ
の
最
新
動
向
と

バ
イ
リ
ン
ガ
ル
人
材
確
保

オ
ン
ラ
イ
ン
で
セ
ミ
ナ
ー

　

日
本
ク
ラ
ブ
は
5
月
27
日
、

年
次
総
会
及
び
特
別
理
事
会
を

開
催
し
、
次
の
通
り
本
年
度
の

役
員
を
選
出
し
た
。
２
０
２
６

年
度
の
新
役
員
は
次
の
通
り
。

（
敬
称
略
）

　

会
長
・
河
手
哲
雄
（
か
わ
て
・　

て
つ
お
）　

北
米
三
菱
商
事
会

社
＝
写
真
＝
、　

副
会
長
・
山

本
明
（
や
ま
も
と
・
あ
き
ら
）　

デ
ロ
イ
ト 

Ｌ
Ｌ
Ｐ
、
竪
誠
二

（
た
て
・
せ
い
じ
）　

み
ず
ほ
銀

行
、
植
村
義
之
（
う
え
む
ら
・

よ
し
ゆ
き
）　

ダ
イ
キ
ン
Ｕ
Ｓ

コ
ー
ポ
レ
イ
シ
ョ
ン
、
奥
田
健

裕
（
お
く
だ
・
け
ん
ゆ
う
）
東

京
海
上
ア
メ
リ
カ
、
山
口
幸
一

（
や
ま
ぐ
ち
・
こ
う
い
ち
）
双

日
米
国
会
社
、
柳
川
正
宏
（
や

な
が
わ
・
ま
さ
ひ
ろ
）
Ｎ
Ｔ
Ｔ

デ
ー
タ
。
ト
レ
ジ
ャ
ラ
ー
・
猪

又
正
大
（
い
の
ま
た
・
ま
さ
ひ

ろ
）　

Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ　

Ｌ
Ｌ
Ｐ
、

セ
ク
レ
タ
リ
ー
・
村
瀬　

悟（
む

ら
せ
・
さ
と
る
）
メ
イ
ヤ
ー
・

ブ
ラ
ウ
ン
法
律
事
務
所
、
事
務

所
長
・
前
田
正
明
（
ま
え
だ
・

ま
さ
あ
き
）　

日
本
ク
ラ
ブ
。

日
本
ク
ラ
ブ

新
会
長
に
河
手
氏

Ｎ
Ｙ
日
本
商
工
会
議
所

新
会
頭
に
為
田
氏

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
商
工
会

議
所
（
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
）
は
4
月
22

日
、
年
次
総
会
及
び
特
別
理
事

会
を
開
催
し
、
下
記
の
通
り

本
年
度
の
役
員
を
選
出
し
た
。

２
０
２
６
年
度
の
新
役
員
は
次

の
通
り
。（
敬
称
略
）

　

会
頭
・
為
田
耕
太
郎
（
た
め

だ
・
こ
う
た
ろ
う
）
米
州
住
友

商
事
会
社
＝
写
真
＝
、副
会
頭
・

広
瀬
直
（
ひ
ろ
せ
・
な
お
し
）　

丸
紅
米
国
会
社
、
川
野
浩
史

（
か
わ
の
・
ひ
ろ
し
）
株
式
会

社 

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
、
八
尾

知
洋
（
や
お
・
と
も
ひ
ろ
）
日

本
生
命
保
険
相
互
会
社
、
河
村

諭
（
か
わ
む
ら
・
さ
と
し
）
野

村
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ア
メ
リ
カ 

イ
ン
ク
、
二
階
堂
昌
吾
（
に
か

い
ど
う
・
し
ょ
う
ご
）
ソ
ニ
ー
・

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
ブ
・

ア
メ
リ
カ
、
熊
倉
俊
彦
（
く
ま

く
ら
・
と
し
ひ
こ
）
サ
ン
ト
リ

ー
ア
メ
リ
カ
、ト
レ
ジ
ャ
ラ
ー
・

井
澤
将
晃
（
い
ざ
わ
・
ま
さ
あ

き
）
米
国
三
井
住
友
海
上
火
災

保
険
、
セ
ク
レ
タ
リ
ー
・
猪
又

正
大
（
い
の
ま
た
・
ま
さ
ひ
ろ
）　

Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ　

Ｌ
Ｌ
Ｐ
、
事
務
所

長
・
前
田
正
明
（
ま
え
だ
・
ま

さ
あ
き
）
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本

商
工
会
議
所
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
マ
ー

ク
・
レ
バ
イ
ン
市
会
計
監
査

官
は
5
月
27
日
、
非
営
利
団

体
Ｈ
Ｆ
Ｌ
Ｓ
（Hebrew Free 

Loan Society

）
と
提
携
し
、

中
小
企
業
向
け
無
利
子
融
資
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
全
市
で
開
始
す
る

と
発
表
し
た
。
低
・
中
所
得
層

の
起
業
家
や
小
規
模
事
業
者
を

対
象
に
、
最
大
6
万
ド
ル
を
融

資
す
る
。
総
額
８
０
０
万
ド
ル

の
融
資
枠
で
、
約
２
０
０
社
の

支
援
を
見
込
む
。
家
賃
や
設
備

投
資
、
人
件
費
、
広
告
宣
伝
費

な
ど
に
利
用
で
き
、
融
資
後
3

か
月
は
返
済
猶
予
、
そ
の
後
12

〜
36
か
月
で
返
済
す
る
。
担
保

や
銀
行
取
引
実
績
が
乏
し
く
従

来
の
融
資
を
受
け
に
く
い
事
業

者
の
資
金
調
達
を
後
押
し
す
る

狙
い
で
、
事
業
主
は
オ
ン
ラ

イ
ン
で
申
請
す
る
。
詳
細
は

HFLS.org/small-business

を
参
照
す
る
。

Ｎ
Ｙ
市
が
中
小
企
業
向
け

無
利
子
で
融
資
を
提
供

線
で
あ
る
Ｅ
ビ
ザ
の
活
用
、
グ

リ
ー
ン
カ
ー
ド
の
申
請
方
法
別

ア
プ
ロ
ー
チ
ま
で
、「
理
論
だ

け
で
は
な
い
、
現
場
で
使
え
る

対
策
」
を
解
説
す
る
。
講
師

は
、
移
民
法
弁
護
士
の
瀧
恵
之

弁
護
士
（
瀧
法
律
事
務
所
）。

問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ルus-

marketing@leverages.jp
。

ビジネスパーソン交流会
日本クラブで18日開催

スタートアップの評価基準を講演

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

は
３
日
、
ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
Ｗ
・

ウ
ォ
ー
カ
ー
現
理
事
長
の
退
任

と
後
任
に
在
東
京
米
国
大
使
館

公
使
を
務
め
た
キ
ャ
サ
リ
ン
・

ケ
ミ
ー
・
モ
ナ
ハ
ン
氏
が
、
次

期
理
事
長
に
任
命
さ
れ
た
と
発

表
し
た
。
正
式
の
就
任
は
今
年

８
月
の
予
定
。
ウ
ォ
ー
カ
ー
氏

は
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
本
部
を

置
く
米
国
商
工
会
議
所
国
際
局

長
に
転
出
し
、
モ
ナ
ハ
ン
氏
が

８
月
に
着
任
す
る
ま
で
兼
務
。

　

モ
ナ
ハ
ン
氏
は
、
日
米
関
係

お
よ
び
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に

お
い
て
、
30
年
以
上
に
わ
た
る

外
交
お
よ
び
組
織
運
営
に
お
け

る
上
級
管
理
職
と
し
て
の
経
験

を
有
し
て
い
る
。
直
近
で
は
、

在
東
京
米
国
大
使
館
の
公
使
を

務
め
、
そ
れ
以
前
に
は
、
ホ
ワ

イ
ト
ハ
ウ
ス
国
家
安
全
保
障
会

議
（
Ｎ
Ｓ
Ｃ
）
の
東
ア
ジ
ア
担

当
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
や
、
米
国
国

務
省
の
日
本
局
長
を
歴
任
、
ス

タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
は
非
常

勤
講
師
、
客
員
研
究
員
、
日
本

プ
ロ
グ
ラ
ム
・
フ
ェ
ロ
ー
を
務

め
、
日
本
文
化
や
国
際
的
な
役

割
に
対
す
る
長
年
の
関
与
を
継

続
し
て
き
た
。

　

理
事
会
会
長
の
メ
リ
ッ
ト
・

Ｅ
・
ジ
ャ
ノ
ウ
氏
は
「
ケ
ミ
ー

氏
は
卓
越
し
た
リ
ー
ダ
ー
で
あ

り
、
そ
の
経
験
、
判
断
力
、
そ

し
て
日
本
へ
の
生
涯
に
わ
た
る

献
身
的
な
姿
勢
に
よ
り
、
ジ
ャ

パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
を
率
い

る
の
に
こ
れ
以
上
な
い
適
任
者

だ
」と
述
べ
た
。
新
理
事
長
は
、

舞
台
芸
術
、
視
覚
芸
術
、
映

画
、
ビ
ジ
ネ
ス
お
よ
び
政
策
プ

ロ
グ
ラ
ム
、
会
議
、
教
育
、
語

学
教
育
な
ど
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ

サ
エ
テ
ィ
ー
の
全
事
業
を
統
括

す
る
。
１
９
０
７
年
に
設
立
さ

れ
た
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

ー
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を

通
じ
て
日
米
の
国
民
、
文
化
、

社
会
を
つ
な
ぎ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
お
よ
び
世
界
中
で
交
流
の
た

め
の
重
要
な
場
を
提
供
し
て
い

る
。

　

モ
ナ
ハ
ン
氏
の
話
「
ジ
ャ
パ

ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
に
加
わ
る

こ
と
を
光
栄
に
思
う
と
と
も

に
、
理
事
会
の
皆
様
か
ら
の
信

頼
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
日
本

は
こ
の
上
な
く
重
要
な
存
在
で

あ
り
、
私
の
人
生
と
キ
ャ
リ
ア

を
形
作
っ
て
き
ま
し
た
。
1
世

紀
以
上
に
わ
た
り
、ジ
ャ
パ
ン
・

ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
は
、リ
ー
ダ
ー
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
思
想
家
、
そ

し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
結
集
さ

せ
、芸
術
的
卓
越
性
を
擁
護
し
、

国
境
を
越
え
た
有
意
義
な
つ
な

が
り
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。
地

政
学
的
・
経
済
的
に
大
き
な
変

革
の
時
代
に
お
い
て
、
そ
の
使

命
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
重
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。
理
事
会
、
ス

タ
ッ
フ
、
会
員
、
パ
ー
ト
ナ
ー

の
皆
様
と
共
に
、
こ
の
素
晴
ら

し
い
遺
産
を
基
盤
と
し
、
次
世

代
に
向
け
て
当
団
体
の
影
響
力

を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
」。

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

新
理
事
長
に
モ
ナ
ハ
ン
氏

https://hls-global.com
https://saitolawgroup.com/
http://kkobo.com/
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://www.waterviewcoachingjp.com/sexualharass-j
mailto:us-marketing@leverages.jp%E3%80%82
mailto:us-marketing@leverages.jp%E3%80%82
mailto:us-marketing@leverages.jp%E3%80%82
mailto:us-marketing@leverages.jp%E3%80%82
https://form.jotform.com/Nippon_Club/ny-business-meeting-2026-Summer
HFLS.org/small-business
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サ
ム
ス
ン
電
子
米
国
本
社

僅
か
１
年
で
移
転
を
発
表

Ｎ
Ｊ
か
ら
テ
キ
サ
ス
へ

　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
本
年
７

月
４
日
に
、
建
国
し
て
２
５
０

周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
る

が
、
そ
れ
を
記
念
し
て
Ｎ
Ｊ
州

各
地
で
も
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
る
予
定
だ
。

【
ア
メ
リ
カ
ズ
・
ビ
ッ
グ
・
バ

ー
ス
デ
ー
・
パ
レ
ー
ド
＆
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
：
レ
ッ
ド
・
ホ
ワ

イ
ト
＆
ユ
ー
】

６
月
28
日
（
日
）
午
後
12
時
30

分
〜
5
時
30
分
（
ミ
ド
ル
タ
ウ

ン
・
タ
ウ
ン
シ
ッ
プ
、
メ
イ
タ

ー
デ
イ
パ
ー
ク
）
入
場
無
料
。

独
立
戦
争
時
を
再
現
し
た
パ
レ

ー
ド
の
あ
と
フ
ー
ド
ト
ラ
ッ
ク

や
家
族
で
楽
し
め
る
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
。
詳
細
：

https://monmouthnj250.
org/m

onm
outh-county-

250-parade/

【
ア
メ
リ
カ
ズ
２
５
０
セ
レ
ブ

レ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
ッ
ト
・
カ
ジ

ノ
ピ
ア
】

７
月
１
日
（
水
）
午
後
５
時

〜
７
時
（
シ
ー
サ
イ
ド
ハ
イ

ツ
、
カ
ジ
ノ
ピ
ア
）
独
立
戦
争

時
の
兵
士
た
ち
と
記
念
撮
影
し

た
り
、
独
立
戦
争
時
の
鼓
笛
隊

の
演
奏
を
聴
い
た
り
、
無
数
の

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
が
降
っ
て
き

た
り
、
フ
ェ
イ
ス
ペ
イ
ン
ト

を
楽
し
め
る
家
族
向
け
の
イ

ベ
ン
ト
。
ま
た
ピ
ア
の
遊
園

ア
メ
リ
カ
建
国
２
５
０
年
を
Ｎ
Ｊ
で
祝
お
う
！

　

５
月
31
日
日
曜
日
の
夜
、
バ

ー
ゲ
ン
郡
リ
ッ
ジ
ウ
ッ
ド
の
メ

ド
ウ
ブ
ル
ッ
ク
ア
ベ
ニ
ュ
ー
周

辺
の
住
宅
地
で
、「
病
気
を
患

っ
て
い
る
様
子
の
ラ
ク
ー
ン

（
ア
ラ
イ
グ
マ
）
が
い
る
」
と

い
う
複
数
人
か
ら
の
通
報
が
リ

ッ
ジ
ウ
ッ
ド
警
察
に
寄
せ
ら
れ

た
。

　

昨
年
秋
か
ら
リ
ッ
ジ
ウ
ッ
ド

に
近
い
い
く
つ
か
の
町
で
狂
犬

病
を
発
病
し
た
コ
ヨ
ー
テ
や
ビ

ー
バ
ー
な
ど
に
住
民
が
襲
わ
れ

る
事
件
が
頻
発
し
て
い
る
た

め
、
同
警
察
は
こ
の
ア
ラ
イ
グ

マ
も
狂
犬
病
感
染
の
可
能
性
が

あ
る
と
し
て
、
住
民
に
「
病
的

な
ア
ラ
イ
グ
マ
を
見
か
け
て
も

決
し
て
近
付
か
ず
必
ず
直
ぐ
に

当
局
に
連
絡
し
て
ほ
し
い
。
家

族
や
ペ
ッ
ト
の
命
を
守
る
こ
と

を
最
優
先
し
て
ほ
し
い
。」
と

注
意
喚
起
を
行
っ
た
。
狂
犬
病

　

韓
国
系
大
手
電
化
製
品
メ
ー

カ
ー
の
サ
ム
ス
ン
電
子
ア
メ
リ

カ
は
、
こ
の
ほ
ど
、
米
国
法
人

の
本
社
を
Ｎ
Ｊ
州
バ
ー
ゲ
ン
郡

イ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
か

ら
２
０
２
７
年
１
月
に
テ
キ
サ

ス
州
プ
ラ
ー
ノ
に
移
転
す
る
と

発
表
し
た
。
イ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド

ク
リ
フ
ス
に
あ
る
現
本
社
（
シ

ル
ヴ
ァ
ン
ア
ベ
ニ
ュ
ー
７
０
０

番
地
）
は
、
そ
れ
ま
で
30
年
以

上
い
た
同
郡
リ
ッ
ジ
フ
ィ
ー
ル

プ
ス
】

７
月
４
日
（
土
）（
ジ
ャ
ー
ジ

ー
シ
テ
ィ
、
ハ
ド
ソ
ン
川
沿

い
）
７
月
３
日
か
ら
８
日
ま
で

ハ
ド
ソ
ン
川
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

湾
上
と
そ
の
沿
岸
で
大
々
的
に

開
催
さ
れ
る
「
セ
イ
ル
４
ｔ
ｈ

２
５
０
」
イ
ベ
ン
ト
の
一
環

で
、
60
隻
を
超
え
る
大
型
帆
船

や
40
隻
を
超
え
る
軍
艦
の
パ
レ

ー
ド
を
観
た
り
、
夜
に
は
大

き
な
花
火
大
会
が
行
わ
れ
る
。

詳
細
：https://sail4th.org/

schedule 

ほ
か
。

　

こ
れ
ら
４
つ
の
イ
ベ
ン
ト
以

外
に
も
、
独
立
記
念
日
当
日
や

そ
の
数
日
前
に
は
、
各
自
治
体

主
催
の
花
火
大
会
や
パ
レ
ー
ド

が
多
数
予
定
さ
れ
て
い
る
。
ア

メ
リ
カ
の
記
念
す
べ
き
２
５
０

歳
の
誕
生
日
を
、
Ｎ
Ｊ
で
家
族

や
友
人
と
祝
お
う
。

州
へ
の
流
出
に
、
同
州
の
一
部

の
共
和
党
議
員
た
ち
か
ら
は
州

政
府
の
税
制
に
対
し
て
批
判
の

声
が
あ
が
っ
て
い
る
と
い
う
。

な
お
、
今
回
の
同
社
の
テ
キ
サ

ス
へ
の
移
転
に
際
し
て
、
現
在

１
０
０
０
人
以
上
い
る
従
業
員

が
職
を
失
う
か
テ
キ
サ
ス
へ
の

転
勤
を
選
ば
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
州
政
府
と
し
て
も
放
っ
て

お
け
な
い
事
態
に
陥
っ
て
い

る
。
ま
た
、
昨
年
の
イ
ン
グ
ル

ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
へ
の
本
社
移

転
に
よ
る
今
後
の
同
市
の
発
展

を
見
込
ん
で
か
、
こ
こ
２
、３

年
の
間
に
同
社
社
屋
の
近
隣
で

高
級
ア
パ
ー
ト
や
タ
ウ
ン
ハ
ウ

ス
の
建
設
が
相
次
い
で
お
り
現

在
も
建
築
中
の
住
宅
地
も
あ
る

が
、
梯
子
を
外
さ
れ
た
形
に
な

り
、
不
動
産
市
場
に
も
影
響
が

出
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。

　

な
お
、
イ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
ク

リ
フ
ス
に
は
、
同
社
と
は
ラ
イ

バ
ル
関
係
に
あ
る
韓
国
系
大
手

電
化
製
品
メ
ー
カ
ー
Ｌ
Ｇ
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
米
国
法
人
も

数
年
前
に
本
社
を
構
え
て
い

る
。

（
写
真
・
６
月
７
日
、
本
紙
・

久
松
茂
撮
影
）

黒クマや狂犬病疑惑の
アライグマ出没

リッジウッド警察が住民に注意喚起

ド
パ
ー
ク
か
ら
昨
年
９
月
に
移

転
し
て
き
た
ば
か
り
。
イ
ン
グ

ル
ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
北
部
の

27
万
ス
ク
エ
ア
フ
ィ
ー
ト
も
あ

る
広
大
な
敷
地
を
取
得
し
て
本

社
を
構
え
た
の
に
、
僅
か
１
年

強
で
撤
退
と
い
う
決
断
に
驚
き

の
声
が
あ
が
っ
て
い
る
。

　

同
社
が
テ
キ
サ
ス
州
へ
の
移

転
を
決
意
し
た
の
は
、
Ｎ
Ｊ
州

の
税
金
が
高
い
か
ら
と
い
う
理

由
と
の
こ
と
で
、
大
企
業
の
他

地
で
は
特
別
料
金
で
乗
り
物

乗
り
放
題
も
行
う
。
９
時
30

分
か
ら
は
花
火
大
会
も
予
定
。

詳
細
：https://exit82.com/

events/am
ericas-250-

celebration-at-casino-pier/

【
４
ｔ
ｈ
オ
ブ
ジ
ュ
ラ
イ
・
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
】

７
月
４
日
（
土
）
午
後
12
時
〜

３
時
（
プ
リ
ン
ス
ト
ン
、
モ
ー

ヴ
ェ
ン
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
＆
ガ

ー
デ
ン
）
Ｎ
Ｊ
州
初
代
知
事
の

公
邸
跡
の
博
物
館
・
庭
園
で
開

催
さ
れ
る
無
料
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
。
家
族
で
建
国
の
歴
史
を
学

び
な
が
ら
楽
し
め
る
。
詳
細
：

https://www.morven.org/
signature/fourth-of-july

【
ジ
ャ
ー
ジ
ー
シ
テ
ィ
・
フ
ァ

イ
ア
ワ
ー
ク
ス
＆
ト
ー
ル
シ
ッ

は
、
罹
患
し
て
い
る
野
生
動
物

か
ら
咬
ま
れ
た
り
引
っ
掻
か
れ

た
り
す
る
と
感
染
し
、
発
病
し

て
し
ま
う
と
致
死
率
１
０
０
％

の
大
変
恐
ろ
し
い
病
気
。
被
害

を
受
け
た
ら
直
ぐ
に
医
療
施
設

で
適
切
な
処
置
が
必
要
だ
。

　

ま
た
、
同
じ
く
リ
ッ
ジ
ウ
ッ

ド
で
は
６
月
４
日
木
曜
日
の

朝
、
シ
ェ
リ
ダ
ン
ア
ベ
ニ
ュ
ー

と
ノ
ー
ス
モ
ン
ロ
ー
ス
ト
リ
ー

ト
の
辺
り
の
住
宅
地
で
ク
マ
の

目
撃
通
報
が
同
警
察
に
複
数
寄

せ
ら
れ
た
。
Ｎ
Ｊ
州
に
多
く
生

息
し
て
い
る
ブ
ラ
ッ
ク
ベ
ア
は

小
型
で
比
較
的
大
人
し
い
と
さ

れ
る
ク
マ
だ
が
、
そ
れ
で
も
同

州
で
は
過
去
に
人
が
襲
わ
れ
て

亡
く
な
っ
た
事
件
も
発
生
し
て

い
る
た
め
、「
ク
マ
を
見
た
ら

そ
の
場
か
ら
離
れ
て
当
局
に
通

報
し
て
ほ
し
い
」
と
住
民
に
注

意
喚
起
が
行
わ
れ
た
。

サムスン電子アメリカの現本社ビル

・免責事項・
本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。
We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.

https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
http://www.jwsny.org
https://paramuslibrary.org/
https://www.newjerseykogumayouchien.com
http://jmart-usa.com/en/
https://monmouthnj250.org/monmouth-county-250-parade/
https://exit82.com/events/americas-250-celebration-at-casino-pier/
https://www.morven.org/signature/fourth-of-july
https://www.morven.org/signature/fourth-of-july
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ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
本
荘
真
校
長
）
中
等
部

は
、
５
月
27
日
か
ら
29
日
ま
で

の
３
日
間
、
フ
ロ
ス
ト
バ
レ
ー

で
宿
泊
学
習
を
実
施
し
た
。
今

回
は
、「
仲
間
と
の
絆
を
深
め

る
こ
と
」「
主
体
的
に
取
り
組

む
姿
勢
を
育
む
こ
と
」「
英
語

で
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
図
る
こ
と
」
の
３
点
を

目
標
に
取
り
組
ん
だ
。

　

現
地
で
は
、
チ
ー
ム
ビ
ル
デ

ィ
ン
グ
や
乗
馬
体
験
、
ボ
ー
ト

体
験
な
ど
、
豊
か
な
自
然
環
境

を
生
か
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
体
験
し
た
。
生
徒
た

ち
は
仲
間
と
協
力
し
な
が
ら
課

題
に
挑
戦
し
、
互
い
に
支
え
合

う
こ
と
で
絆
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
た
。
ま
た
、
活
動
の
場
面

で
は
現
地
ス
タ
ッ
フ
と
の
英
語

で
の
や
り
取
り
に
も
積
極
的
に

挑
戦
し
、
実
践
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
貴

重
な
機
会
と
な
っ
た
。
こ
の
活

動
を
通
し
て
生
徒
た
ち
は
自
然

の
中
で
多
く
の
こ
と
を
学
び
、

一
人
ひ
と
り
が
確
か
な
成
長
を

実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

Ｎ
Ｊ
日
本
人
学
校
中
等
部

フ
ロ
ス
ト
バ
レ
ー
で
宿
泊
学
習

　

Ｎ
Ｙ
市
は
、
子
供
が
夏
休
み

中
に
無
料
ま
た
は
手
頃
な
値
段

で
楽
し
め
る
施
設
や
イ
ベ
ン
ト

を
地
図
上
で
検
索
で
き
る
公
式

サ
イ
ト
「
サ
マ
ー
・
イ
ン
Ｎ
Ｙ

Ｃ
」https://www.nyc.gov/

content/summer/pages/

を
開
設
し
た
。
年
齢
や
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
興
味
が
あ
る
こ
と
、
最

寄
り
ま
た
は
好
き
な
地
区
な
ど

に
関
す
る
質
問
に
回
答
す
る

と
、
興
味
が
あ
り
そ
う
な
イ
ベ

ン
ト
や
施
設
の
場
所
や
概
要
が

自
分
専
用
の
地
図
上
に
提
示
さ

れ
る
。
同
市
は
、
授
業
が
な
い

夏
休
み
中
に
子
供
た
ち
が
「
管

理
さ
れ
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー

と
公
共
の
ス
ペ
ー
ス
」
で
安
全

に
過
ご
せ
る
よ
う
制
作
し
た
。

Ｎ
Ｙ
公
共
図
書
館（
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｌ
）

の
ゲ
ー
ム
デ
ー
や
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
関
連
の
イ
ベ
ン

ト
、
土
曜
夜
の
ス
ポ
ー
ツ
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
、
音
楽
ク
ラ
ス
、
Ｉ

Ｔ
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
体
験
イ
ベ

ン
ト
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
。

ゾ
ー
ラ
ン
・
マ
ム
ダ
ニ
同
市
長

は
「
子
供
や
若
者
た
ち
を
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
写
真
、音
楽
、

ア
ー
ト
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
わ

く
わ
く
で
き
る
も
の
と
繋
げ
、

家
族
に
と
っ
て
も
楽
に
自
宅
近

く
で
安
全
に
楽
し
め
る
こ
と
を

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
」
と

伝
え
て
い
る
。 夏休みを楽しく安全に過ごす

子供が検索できる公式マップ

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
森
本
恵
作
校
長
）
は
５
月

23
日
と
28
日
の
２
日
間
に
わ
た

り
、
第
50
回
運
動
会
を
開
催
し

た
。
本
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「
限
界
を
超
え
て
ゴ
ー
ル
ま
で 

〜Give it your all

〜
」。
開

会
式
で
は
、赤
白
両
組
の
団
長
・

副
団
長
が
「
世
界
一
の
仲
間
た

ち
と
共
に
、
き
ら
め
く
一
瞬
一

瞬
を
大
切
に
し
な
が
ら
全
力
を

尽
く
す
こ
と
」
が
力
強
く
宣
誓

し
、
運
動
会
の
幕
を
開
け
た
。

　

初
日
は
あ
い
に
く
の
雨
と
な

っ
た
が
、
児
童
生
徒
は
最
後
ま

で
前
向
き
に
活
動
し
た
。「
み

ん
な
で
運
動
会
を
成
功
さ
せ
た

い
」
と
い
う
思
い
が
団
結
力
と

な
り
、
雨
に
も
負
け
な
い
熱
気

あ
ふ
れ
る
運
動
会
と
な
っ
た
。 

２
日
目
は
平
日
の
体
育
の
授
業

の
時
間
に
行
っ
た
。
ど
の
競
技

に
も
楽
し
み
な
が
ら
全
力
で
取

り
組
む
姿
が
見
ら
れ
、
日
々
の

学
習
の
積
み
重
ね
や
、
仲
間
と

共
に
運
動
す
る
こ
と
の
喜
び
が

感
じ
ら
れ
た
。
閉
会
式
で
は
、

生
徒
会
長
の
「
運
動
会
！
」
と

い
う
呼
び
か
け
に
対
し
、
全
校

児
童
生
徒
・
教
職
員
が
「
大
成

功
！
」
と
声
を
合
わ
せ
、
運
動

会
を
締
め
く
く
っ
た
。
児
童
生

徒
の
成
長
や
仲
間
と
の
絆
、
そ

し
て
Ｇ
Ｊ
Ｓ
の
良
さ
を
改
め
て

実
感
す
る
、
心
に
残
る
運
動
会

と
な
っ
た
。

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校

第
50
回
運
動
会

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校

ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
校(

河

村
武
磨
校
長
・
児
童
生
徒
数
74

名)

の
中
高
等
部
は
、
5
月
30

日
に
球
技
大
会
を
開
催
し
た
。

同
大
会
は
、
新
中
等
部
1
年
生

を
歓
迎
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
学
年
の
垣
根
を
越
え
て
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
を
競
い
合

い
、
友
好
を
深
め
る
中
高
等
部

伝
統
の
行
事
と
な
っ
て
い
る
。

　

中
等
部
1
年
生
か
ら
高
等
部

2
年
生
ま
で
を
8
班
の
縦
割
り

男
女
混
合
チ
ー
ム
に
分
け
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
・
キ
ッ
ク
ベ
ー

ス
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
サ

ッ
カ
ー
の
4
種
目
の
球
技
を
ロ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
対
戦

し
た
。
当
日
生
徒
た
ち
は
、
ク

ラ
ス
毎
に
デ
ザ
イ
ン
し
た
イ
ラ

ス
ト
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て

競
技
に
挑
ん
だ
。
球
技
大
会
の

前
々
週
か
ら
、
チ
ー
ム
で
簡
単

な
練
習
を
し
た
り
、
作
戦
会
議

を
開
い
た
り
し
て
、
チ
ー
ム
の

絆
を
深
め
て
き
た
。

　

試
合
中
に
は
、
勝
敗
だ
け
に

こ
だ
わ
る
の
で
は
な
く
、
上
級

生
が
下
級
生
に
励
ま
し
の
声
を

か
け
、
チ
ー
ム
全
体
で
楽
し
も

う
と
い
う
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ

た
。
ま
た
、
保
護
者
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
、
卒
業
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

も
審
判
・
記
録
係
と
し
て
活
躍

し
、
中
高
等
部
挙
げ
て
の
賑
や

か
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。

球技大会を開催
NY補習校W校中高等部

運
動
や

旅
行
で

強
い
絆

http://www.gwjs.org
http://shidogakuin.com
https://miray109.com/
https://www.kokinshodo.com/
http://www.hiroogakuen.ed.jp/
https://www.nyc.gov/content/summer/pages/
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教
育
に
つ
い
て
考
え
る
と

き
、
何
を
学
ぶ
か
（What

）

だ
け
で
な
く
、
な
ぜ
学
ぶ
の

か
（Why

）、
そ
し
て
ど
の
よ

う
に
支
え
る
の
か
（How

）
に

も
目
を
向
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。も
し
子
ど
も
が
帰
宅
し
て
、

落
ち
込
ん
だ
様
子
で
「
算
数
が

苦
手
だ
」
と
言
っ
た
と
き
、
あ

な
た
は
ど
の
よ
う
に
答
え
る
で

し
ょ
う
か
。
励
ま
す
、
心
配
す

る
、
あ
る
い
は
助
言
す
る
な

ど
、
反
応
は
さ
ま
ざ
ま
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
う
し
た
場
面
で
の

反
応
に
は
、
私
た
ち
自
身
が
受

け
て
き
た
教
育
や
学
校
で
の
経

験
が
、
良
く
も
悪
く
も
影
響
し

ま
す
。
そ
れ
は
自
然
な
こ
と
で

す
が
、
そ
の
影
響
に
気
づ
か
な

い
ま
ま
で
い
る
と
、
子
ど
も
と

ど
う
向
き
合
え
ば
よ
い
の
か
迷

う
場
面
も
出
て
き
ま
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、
困
っ
た
と
き
に
立
ち

返
る
こ
と
の
で
き
る
、
明
確
で

前
向
き
な
「
マ
イ
ン
ド
フ
レ
ー

ム
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
。 

 

教
育
研
究
を
も
と
に
し
た
ビ

ジ
ブ
ル
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
は
、

教
師
・
生
徒
・
家
族
が
学
び
に

つ
い
て
共
通
の
理
解
を
持
つ
こ

と
が
、
子
ど
も
の
成
長
を
支
え

る
う
え
で
重
要
だ
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
「
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
」を
考
え
て
み
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
よ
っ
て
大

切
に
し
た
い
考
え
方
が
少
し
ず

つ
異
な
り
ま
す
。
教
師
は
、
子

ど
も
に
必
要
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
を
伝
え
、
そ
れ
を
理
解
で
き

る
よ
う
に
助
け
ま
す
。生
徒
は
、

そ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
自
分

な
り
に
受
け
止
め
、
次
の
行
動

に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し

て
家
族
は
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

の
重
要
性
や
、
間
違
い
は
失
敗

で
は
な
く
、
成
長
に
つ
な
が
る

大
切
な
過
程
で
あ
る
こ
と
を
理

解
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
は
違
っ
て
い
て

も
、
学
び
を
成
長
の
過
程
と
し

て
捉
え
る
視
点
を
共
有
し
て
い

れ
ば
、
子
ど
も
が
学
校
の
中
で

も
外
で
も
力
を
発
揮
し
て
い
く

た
め
の
支
え
を
つ
く
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

　

こ
の
視
点
に
立
つ
と
、「
算

数
が
苦
手
」
と
い
う
言
葉
も
、

単
な
る
結
論
と
し
て
受
け
止
め

る
の
で
は
な
く
、
そ
の
背
景
を

一
緒
に
考
え
る
き
っ
か
け
に
な

り
ま
す
。
子
ど
も
は
、
テ
ス
ト

の
結
果
や
ま
わ
り
と
の
比
較
、

一
時
的
な
つ
ま
ず
き
か
ら
そ
う

感
じ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、「
ど
う
し
て
そ

う
思
っ
た
の
？
」「
先
生
に
何

か
言
わ
れ
た
の
？
」「
も
う
少

し
聞
か
せ
て
」
と
問
い
か
け
る

こ
と
で
、
子
ど
も
が
な
ぜ
そ
う

感
じ
た
の
か
を
一
緒
に
た
ど

り
、
経
験
や
気
持
ち
を
整
理
す

る
助
け
に
な
り
ま
す
。 

 

家
族
の
視
点
で
も
う
一
つ
重

要
な
の
は
、
子
ど
も
へ
の
「
期

待
」
で
す
。「
ど
の
子
に
も
習

得
で
き
る
」
と
い
う
信
念
を
持

ち
、
そ
れ
を
子
ど
も
に
明
確
に

伝
え
る
こ
と
は
、
自
信
や
粘
り

強
さ
を
育
て
ま
す
。
算
数
が
難

し
い
と
感
じ
て
い
る
子
に
は
、

「
算
数
は
確
か
に
難
し
い
よ
ね
。

で
も
、あ
な
た
な
ら
で
き
る
よ
」

「
私
も
昔
は
苦
手
だ
っ
た
け
れ

ど
、
少
し
ず
つ
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
よ
」「
今
年
の
初
め
か

ら
、
も
う
た
く
さ
ん
学
ん
で
き

た
こ
と
も
あ
る
よ
」
と
い
っ
た

言
葉
が
、
挑
戦
を
続
け
る
支
え

に
な
り
ま
す
。 

　

さ
ら
に
、
私
た
ち
自
身
が
自

分
の
言
葉
や
態
度
の
影
響
を
振

り
返
る
こ
と
も
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
子
ど
も
は
、
私
た
ち
の
何

気
な
い
反
応
か
ら
、
学
び
に
対

す
る
姿
勢
や
自
分
自
身
へ
の
見

方
を
形
づ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

返
答
す
る
前
に
「
こ
れ
ま
で
自

分
は
ど
う
答
え
て
き
た
だ
ろ
う

か
」「
何
か
き
っ
か
け
に
な
る

出
来
事
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
」「
子
ど
も
は
今
ど
ん
な
気

持
ち
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
」
と

考
え
る
こ
と
で
、
よ
り
建
設
的

に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

も
し
自
分
の
対
応
が
子
ど
も
の

力
に
な
っ
て
い
な
い
と
気
づ
け

ば
、
関
わ
り
方
を
調
整
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
マ
イ
ン
ド
フ
レ
ー

ム
は
、
子
ど
も
が
困
難
に
直
面

し
た
と
き
、
私
た
ち
が
ど
う
支

え
る
か
を
考
え
る
た
め
の
道
し

る
べ
に
な
り
ま
す
。
適
切
な
言

葉
を
見
つ
け
る
だ
け
で
な
く
、

子
ど
も
が
長
期
的
に
学
び
続
け

る
力
や
、
健
全
な
自
己
認
識
を

育
む
た
め
の
行
動
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
ま
た
、
私
た
ち
自
身

が
過
去
の
経
験
を
こ
の
考
え
方

で
捉
え
直
す
こ
と
で
、
新
た
な

気
づ
き
を
得
て
、
子
ど
も
の
学

校
生
活
や
そ
の
先
の
人
生
に
よ

り
よ
く
寄
り
添
え
る
よ
う
に
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

帰国子女アカデミー　
小学生・中高生プログラム責任者  
グレゴリオ・ラブナル相談員

家族のためのマインドフレーム 

 本欄への相談は
● 帰国子女アカデミー
　Tel: 81-3-3723-2380 
　www.kikokushijoacademy.com 
　contact@kikokushijoacademy.com

 千葉真知子の
 ART COOKING

　

冬
の
寒
さ
が
厳
し
い
ポ
ー
ラ

ン
ド
で
は
、
秋
に
収
穫
を
し
た

ビ
ー
ツ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
玉
ね

ぎ
、
キ
ャ
ベ
ツ
で
ス
ー
プ
や
お

か
ず
、
そ
し
て
子
供
の
お
や
つ

を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

【材料】
ジャガイモ ....... 2個
小麦粉 ..............大 2
卵 .................小 1個
粉さとう ..........適宜
玉ねぎ ..........小 1個
塩、胡椒 ......各少々
オリーブ油 .......適宜
お好みでジャム

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
パ
ン
ケ
ー
キ

　

秋
に
採
れ
た
ベ
リ
ー
、
リ
ン

ゴ
で
作
っ
た
ジ
ャ
ム
な
ど
は
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
パ
ン
ケ
ー
キ
に

甘
み
を
添
え
る
の
で
子
供
た
ち

の
楽
し
み
で
も
あ
り
ま
し
た
。

「
プ
ラ
ツ
キ
・
ジ
ェ
ム
ニ
ャ
チ

ャ
ー
ネ
」
は
第
２
次
世
界
大
戦

ま
で
の
間
は
か
な
り
ポ
ピ
ュ
ラ

ー
な
食
べ
物
だ
っ
た
よ
う
で

す
。

昔
の
作
り
方

１　

ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
玉
ね
ぎ
は

目
の
粗
い
お
ろ
し
金
で
す
り
お

ろ
し
ま
す
。

２　

じ
ゃ
が
い
も
、
玉
ね
ぎ
の

水
分
を
手
で
し
ぼ
り
、
ボ
ウ
ル

に
入
れ
、
塩
、
胡
椒
す
る
。

３　

フ
ラ
イ
パ
ン
に
オ
リ
ー
ブ

油
を
入
れ
て
②
を
両
面
き
つ
ね

色
に
焼
く
。

４　

③
を
皿
に
盛
り
付
け
、
粉

砂
糖
を
ふ
る
。

　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

幼
稚
園
部
（
和
田
幸
子
幼
稚
園

部
園
長
）
は
５
月
30
日
、
恒
例

の
親
子
ピ
ク
ニ
ッ
ク
を
開
催
し

た
。
子
供
た
ち
は
手
作
り
の
サ

ン
バ
イ
ザ
ー
を
か
ぶ
り
、
和
田

園
長
の
話
や
約
束
事
に
し
っ
か

り
と
耳
を
傾
け
た
。
ま
ず
は
、

こ
の
日
の
た
め
に
練
習
を
重
ね

た
「
か
え
る
体
操
」
で
準
備
運

動
。
か
え
る
の
よ
う
に
飛
ん
だ

り
跳
ね
た
り
し
て
身
体
を
温
め

た
後
、「
た
ま
ご
レ
ー
ス
」と「
新

聞
紙
ゲ
ー
ム
」
が
行
わ
れ
た
。

　
「
た
ま
ご
レ
ー
ス
」
で
は
親

子
で
手
を
つ
な
ぎ
、
お
た
ま
に

乗
せ
た
「
た
ま
ご
」
を
落
と
さ

な
い
よ
う
に
運
び
な
が
ら
速
さ

を
競
っ
た
。
慎
重
に
運
ぶ
子
も

い
れ
ば
、
保
護
者
を
置
い
て
い

く
ほ
ど
の
勢
い
で
駆
け
抜
け
る

子
も
お
り
、
年
中
・
年
長
チ
ー

ム
そ
れ
ぞ
れ
に
大
き
な
声
援
が

飛
び
交
う
、
非
常
に
白
熱
し
た

戦
い
を
見
せ
た
。
新
聞
紙
ゲ
ー

ム
で
は
、
親
子
で
新
聞
紙
の
上

に
立
ち
、
じ
ゃ
ん
け
ん
に
負
け

る
た
び
に
足
元
の
新
聞
紙
を
折

り
た
た
ん
で
い
く
。
新
聞
紙
が

小
さ
く
な
っ
て
い
く
に
つ
れ
、

肩
車
を
し
た
り
、
親
子
で
抱
き

合
っ
た
り
し
な
が
ら
バ
ラ
ン
ス

を
取
る
姿
が
見
ら
れ
、
子
供
た

ち
は
じ
ゃ
ん
け
ん
に
勝
っ
て
も

負
け
て
も
大
喜
び
で
、
会
場
は

笑
顔
と
歓
声
に
包
ま
れ
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
「
キ
ャ
ン

パ
ス
探
検
シ
ー
ル
ラ
リ
ー
」
で

は
、
子
供
た
ち
が
自
分
で
色
を

塗
っ
た
カ
ラ
フ
ル
な
地
図
を
手

に
池
の
周
り
を
巡
り
な
が
ら
シ

ー
ル
集
め
に
挑
戦
し
た
。

　

最
後
は
、
ぱ
か
ぽ
こ
歩
き
、

シ
ャ
ボ
ン
玉
、
タ
ト
ゥ
ー
シ
ー

ル
、
的
当
て
ゲ
ー
ム
な
ど
を
自

由
に
楽
し
ん
だ
。
新
年
度
を
迎

え
新
し
い
ク
ラ
ス
や
友
達
と
の

生
活
に
緊
張
し
て
い
た
子
供
た

ち
も
、こ
の
日
は
家
族
や
先
生
、

友
達
と
と
も
に
伸
び
伸
び
と
過

ご
し
、
笑
顔
を
見
せ
て
い
た
。

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

親
子
ピ
ク
ニ
ッ
ク
開
催

　

６
月
４
日
の
「
虫
歯
予
防
デ

ー
」
を
前
に
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
補
習
授
業
校
（
Ｎ
Ｊ
州
パ

ラ
マ
ス
・
小
堤
紀
子
校
長
）
は

地
域
の
歯
科
医
師
を
招
き
、
幼

児
部
を
対
象
と
し
た
歯
み
が
き

教
室
を
実
施
し
た
。

　

ド
ク
タ
ー
が
「
毎
日
歯
を
磨

い
て
い
ま
す
か
」と
尋
ね
る
と
、

子
ど
も
た
ち
は
「
自
分
で
磨
い

て
い
る
よ
」「
フ
ロ
ス
も
し
て

い
る
」
と
元
気
よ
く
答
え
た
。

教
室
で
は
、
ド
ク
タ
ー
が
助
手

の
「
ス
ポ
ッ
ト
く
ん
」
と
と
も

に
、
歯
科
医
院
で
実
際
に
使
わ

れ
て
い
る
器
具
や
歯
の
健
康
に

つ
い
て
分
か
り
や
す
く
紹
介
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
興
味
津
々

の
様
子
で
話
に
聞
き
入
り
、
歯

の
健
康
へ
の
理
解
を
深
め
た
。

　

そ
の
後
、ド
ク
タ
ー
が
作
詞
・

作
曲
し
た
日
本
語
の
歯
み
が
き

ソ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
、
子
ど
も

た
ち
は
一
人
ず
つ
「
ス
ポ
ッ
ト

く
ん
」
の
大
き
な
歯
を
磨
く
体

験
を
行
っ
た
。
大
き
く
口
を
開

け
た
ス
ポ
ッ
ト
く
ん
の
奥
歯
や

歯
の
裏
側
ま
で
丁
寧
に
磨
く
姿

は
真
剣
で
あ
り
な
が
ら
も
、
楽

し
み
な
が
ら
正
し
い
歯
み
が
き

の
方
法
を
学
ん
で
い
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
歯
ブ
ラ
シ

や
砂
時
計
を
手
に
、「
今
日
か

ら
使
う
」「
舌
も
磨
く
」
と
目

を
輝
か
せ
て
い
た
。
普
段
は
保

護
者
に
仕
上
げ
磨
き
を
し
て
も

ら
う
こ
と
の
多
い
幼
児
た
ち

が
、
自
分
が
「
磨
く
側
」
を
体

験
す
る
こ
と
で
、
歯
の
健
康
や

口
腔
ケ
ア
へ
の
関
心
を
一
層
高

め
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

ＮＪ補習授業校幼児部で

歯みがき教室を実施

https://www.aozoracommunity.org/
https://www.kikokushijoacademy.com/
http://www.kikokushijoacademy.com
mailto:contact@kikokushijoacademy.com


2026年（令和 8年）6月 13日（土） ［総　合］　　（12  ）

　

リ
ダ
ッ
ク
と ARTUTA 

ART SCHOOL

の
共
催
イ
ベ

ン
ト
『Drawing Lab Guest 

Artist Series

』
が
17
日
（
水
）

午
後
６
時
30
分
か
ら
８
時
30
分

ま
で
、リ
ダ
ッ
ク
Ｎ
Ｙ
本
社（
６

番
街
１
０
１
０
番
地
）
で
開
催

さ
れ
る
。

　

今
回
は
日
本
出
身
の
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
足
立
喜
一
朗
を
迎
え
、

即
興
的
に
ア
イ
デ
ア
や
イ
メ
ー

ジ
を
線
に
変
換
す
る
プ
ロ
セ
ス

と
、
２
Ｄ
、
３
Ｄ
を
行
き
来
す

る
よ
う
な
感
覚
を
探
り
な
が

ら
、
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
制
作
を

進
め
て
い
く
。
足
立
は
、
キ
ネ

テ
ィ
ッ
ク
・
ス
カ
ル
プ
チ
ャ
ー

（
動
き
の
あ
る
立
体
作
品
）、
ド

ロ
ー
イ
ン
グ
、
イ
ン
ス
タ
レ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
作

品
制
作
を
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
を
ベ

ー
ス
に
行
っ
て
い
る
。

　

ド
ロ
ー
イ
ン
グ
の
経
験
が
な

い
人
も
参
加
可
能
。
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
た
環
境
の
中
で
、
試
行
錯

誤
や
実
験
す
る
こ
と
、
そ
し
て

自
分
自
身
の
表
現
を
探
求
す
る

こ
と
を
目
的
に
し
て
い
る
。
定

員
12
人
。
参
加
費
は
一
般
80
ド

ル
、
リ
ダ
ッ
ク
く
ら
ぶ
会
員
は

60
ド
ル
（
飲
み
物
、
画
材
代
込

み
）。
申
し
込
み
・
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://luma.

com/uc8r6nvs

を
参
照
。

リ
ダ
ッ
ク
本
社
で
17
日

初
心
者
歓
迎
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト

　

キ
ャ
シ
ー
・
ホ
ウ
ク
ル
Ｎ
Ｙ

州
知
事
と
ゾ
ー
ラ
ン
・
マ
ム
ダ

ニ
Ｎ
Ｙ
市
長
は
２
日
、
今
秋
に

始
ま
る
Ｎ
Ｙ
市
の
２
歳
児
の
無

料
保
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
２-

Ｋ
」

の
申
請
受
付
を
開
始
し
た
こ
と

を
発
表
し
た
。
申
請
期
間
は
今

月
26
日
ま
で
で
受
付
人
数
は

２
０
０
０
人
、
６
、
10
、
18
、

23
、
27
学
区
在
住
の
家
庭
を
対

象
と
す
る
。
保
育
施
設
は
、
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
は
ワ
シ
ン
ト
ン
ハ

イ
ツ
と
イ
ン
ウ
ッ
ド
、
ウ
エ
ス

ト
ブ
ロ
ン
ク
ス
の
フ
ォ
ー
ダ
ム

と
キ
ン
グ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
、
イ
ー

ス
ト
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
カ
ナ
ー

ジ
ー
、
ブ
ラ
ウ
ン
ズ
ビ
ル
、
オ

ー
シ
ャ
ン
パ
ー
ク
と
ロ
ッ
カ
ウ

ェ
ー
ズ
。
同
市
内
に
は
５
万
人

以
上
の
２
歳
児
が
在
住
し
て
お

り
、
今
後
利
用
者
枠
を
４
年
間

で
徐
々
に
拡
大
し
て
い
く
。
同

保
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
１
日
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
午
前
８
時
か
ら

午
後
６
時
、
年
間
２
６
０
日
利

用
で
き
る
。
申
請
は
、
電
話

７
１
８
・
９
３
５
・
２
０
０
９

（
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
ウ
ェ
ル
カ

ム
・
セ
ン
タ
ー
）、
オ
ン
ラ
イ

ン
は
Ｎ
Ｙ
Ｃ
マ
イ
ス
ク
ー
ル

ズhttps://www.myschools.
nyc/en/

ま
で
。

　

ホ
ウ
ク
ル
州
知
事
と
マ
ム
ダ

ニ
市
長
は
今
年
１
月
に
同
イ
ニ

シ
ア
チ
ブ
を
発
表
し
た
。
Ｎ
Ｙ

市
に
は
既
存
の
３
歳
児
対
象
の

３-

Ｋ
や
４
歳
児
対
象
のpre-

Ｋ
に
加
え
新
生
児
ー
２
歳
対
象

のBirth-to-2

プ
ロ
グ
ラ
ム
は

２歳児の無料保育プログラム

「２-K」申請開始

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
み
な
さ

ま
、
こ
ん
に
ち
は
。
国
際
結
婚

相
談
所
Ｔ
Ｊ
Ｍ
の
松
本
直
子
で

す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
６
月
半
ば

か
ら
長
い
夏
休
み
が
始
ま
り
ま

す
ね
。
お
子
さ
ん
の
い
る
ご
家

庭
で
は
キ
ャ
ン
プ
な
ど
学
校
外

活
動
に
忙
し
い
季
節
で
す
が
、

日
本
へ
の
一
時
帰
国
を
利
用
し

て
、
現
地
の
公
立
校
へ
体
験
入

学
さ
せ
る
家
庭
も
多
く
あ
り
ま

す
。
海
外
在
住
の
子
ど
も
を
受

け
入
れ
て
く
れ
る
日
本
政
府
の

粋
な
計
ら
い
は
、
素
晴
ら
し
い

体
験
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

独
身
の
み
な
さ
ま
に
は
少
し

先
の
話
に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
海
外
で
結
婚
し
て

子
ど
も
を
授
か
る
と
、
家
庭
で

は
日
本
語
、
外
で
は
英
語
と
い

う
環
境
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち

は
自
然
と
完
璧
な
バ
イ
リ
ン
ガ

ル
に
育
っ
て
い
き
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
、
補
習
校
に
通
わ
せ
る
な

ど
親
の
努
力
や
サ
ポ
ー
ト
は
欠

か
せ
ま
せ
ん
。

は
無
限
に
広
が
り
ま
す
。
彼
ら

は
や
が
て
、
２
国
間
の
架
け
橋

と
な
る
「
民
間
の
大
使
」
と
し

て
社
会
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

言
葉
や
文
化
の
壁
を
乗
り
越

え
、
自
分
た
ち
の
手
で
新
し
い

可
能
性
を
育
て
、
世
界
へ
羽
ば

た
く
姿
を
特
等
席
で
見
守
る
。

こ
れ
ほ
ど
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ

で
愛
お
し
い
人
生
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
他
に
あ
る
で
し
ょ
う

か
。そ
の
す
べ
て
の
始
ま
り
は
、

あ
な
た
が
踏
み
出
す
未
来
へ
の

第
一
歩
で
す
。
あ
ぁ
、
や
っ
ぱ

り
結
婚
っ
て
い
い
で
す
ね
！

松
本
直
子

国
際
結
婚
相
談
所
Ｔ
Ｊ
Ｍ
代

表
。
米
国
を
拠
点
に
、
世
界

で
パ
ー
ト
ナ
ー
を
探
す
日
本

人
女
性
と
海
外
男
性
の
良

縁
を
繋
ぐ
。
温
か
く
丁
寧

な
支
援
で
成
婚
へ
導
く
。  

https://traditionaljapanese
matchmaker.us/

日
米
の
架
け
橋
と
な
る
我
が
子
を

　
　
　
　
　
　

特
等
席
で
見
守
る
幸
せ 

連載（４）

バイリンガルな子供の
未来と可能性

「
お
父
さ
ん
の
英
語
、
わ
か
ら

な
い
！
」
か
ら
始
ま
る
未
来 

〜
海
外
で
育
む
バ
イ
リ
ン
ガ
ル

の
可
能
性
〜

　

し
か
し
、
そ
の
苦
労
を
吹
き

飛
ば
す
よ
う
な
瞬
間
が
訪
れ
ま

す
。
ち
ょ
っ
と
前
ま
で
赤
ち
ゃ

ん
だ
っ
た
我
が
子
が
、
成
長
す

る
に
つ
れ
て
英
語
力
を
爆
発
的

に
伸
ば
し
、
い
つ
し
か
両
親
を

追
い
抜
い
て
し
ま
う
の
で
す
。

「
お
父
さ
ん
、
そ
の
英
語
ち
ょ

っ
と
意
味
わ
か
ら
な
い
！
」
な

ん
て
生
意
気
を
言
わ
れ
る
の

も
、
海
外
育
児
な
ら
で
は
の
微

笑
ま
し
い
ひ
と
コ
マ
で
す
。

　

日
米
双
方
の
文
化
を
肌
で
知

る
子
ど
も
た
ち
は
、
将
来
、
進

学
も
就
職
も
地
球
規
模
で
選
べ

る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
選
択
肢

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
皆
様

テ
ー
ブ
ル
ス
タ
イ
ル
茶
道
家
の

田
村
と
も
こ
で
す
。

　

テ
ー
ブ
ル
ス
タ
イ
ル
茶
道

は
、
畳
の
茶
道
の
学
び
は
そ
の

ま
ま
に
、
現
代
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
合
わ
せ
て
テ
ー
ブ
ル
と

椅
子
に
座
っ
て
、
ゆ
っ
く
り
と

お
茶
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

茶
道
で
す
。

　

今
月
は
「
お
茶
を
い
た
だ
く

作
法
」
に
つ
い
て
。
お
抹
茶
を

い
た
だ
く
際
は
、
お
茶
碗
を
2

度
回
し
て
か
ら
い
た
だ
き
ま

す
。
何
故
2
度
回
す
の
か
と
言

う
と
、
お
茶
碗
の
正
面
を
向
け

て
お
茶
を
出
さ
れ
ま
す
が
、
正

面
に
口
を
付
け
る
な
ん
て
と
ん

で
も
な
い
事
と
い
う
気
持
ち
か

ら
、
わ
ざ
と
正
面
を
避
け
、
口

を
付
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。
相

手
を
敬
い
、
思
い
や
る
た
め
の

お
作
法
な
の
で
す
。

　

世
界
か
らZoom
で
繋
が

り
、
ご
一
緒
に
日
本
の
茶
道
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

（
た
む
ら
・
と
も
こ
、
椿
の
会　

テ
ー
ブ
ル
茶
道
師
範
）

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

t.tomo@tasei.jp
Instagram
tomo. tamura 

田村ともこ

 

お
茶
を
い
た
だ
く

作
法
に
つ
い
て

テーブルスタイル
茶道を
　ご一緒に (6)

あ
る
が
、
利
用
人
数
に
制
限
が

あ
る
た
め
保
護
者
の
多
く
が
高

額
の
保
育
所
に
託
さ
ざ
る
を
え

な
い
の
が
現
状
だ
っ
た
。
Ｎ
Ｙ

市
当
局
に
よ
る
と
、
コ
ロ
ナ

禍
、
約
37
万
５
０
０
０
人
の
保

護
者
が
高
額
の
保
育
費
を
払
え

ず
、
自
宅
で
育
児
を
す
る
た
め

に
仕
事
量
を
減
ら
す
、
ま
た
は

仕
事
を
辞
め
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
と
い
う
。
Ｎ
Ｙ
州
は
今
秋
ス

タ
ー
ト
の
２
０
０
０
人
の
無
料

保
育
に
７
３
０
０
万
ド
ル
の
予

算
を
確
保
し
、
来
年
ま
で
に
合

計
４
億
２
５
０
０
万
ド
ル
を

投
じ
る
。
ホ
ウ
ク
ル
州
知
事

は
「
親
は
、
好
き
な
仕
事
と
賄

え
な
い
保
育
費
の
選
択
を
迫
ら

れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
働
く
親

た
ち
を
安
心
さ
せ
、
す
べ
て
の

子
供
た
ち
が
揺
る
ぎ
な
い
成
長

を
ス
タ
ー
ト
で
き
る
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
・
チ
ャ
イ
ル
ド
ケ
ア
の

提
供
に
Ｎ
Ｙ
市
と
協
力
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
」
と
話
し

て
い
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
詳

細
はhttps://www.nyc.gov/

content/childcarehub/
pages/discover-child-care/
toddler-2-k-programs

を
参

照
す
る
。

申
請
期
間
は
今
月
26
日
ま
で
。
定
員
は
２
０
０
０
人

市
内
に
５
万
人
の
２
歳
児
が
在
籍
、
順
次
枠
を
拡
大

アメリカでの就職活動は QUICK 
USAにご相談ください！

ウェブサイトにて最新の求人を
随時更新しています！

www.919usa.com
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Phone: 212-692-0850
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 ■児童生徒作文のページ■
 （記載学年は応募時のものです）

　

わ
た
し
は
、
五
才
の
時
か

ら
ず
っ
と
ペ
ッ
ト
が
ほ
し

か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
わ
た

し
は
い
つ
も
家
で
い
っ
し
ょ

に
遊
ん
で
く
れ
る
人
が
い
な

か
っ
た
か
ら
だ
。
年
の
は
な

れ
た
姉
二
人
は
、
い
っ
し
ょ

に
遊
ん
で
く
れ
な
い
し
、
マ

マ
も
仕
事
で
い
そ
が
し
く
て
、

わ
た
し
は
い
つ
も
つ
ま
ら
な

か
っ
た
。

　

は
じ
め
は
、
犬
か
ね
こ
が

ほ
し
か
っ
た
。
で
も
マ
マ
が
、

バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
行
か
れ
な

く
な
る
か
ら
だ
め
と
言
っ
た
。

次
に
、
ハ
ム
ス
タ
ー
を
考
え

た
。
で
も
、
夏
休
み
に
、
姉

の
友
だ
ち
の
ハ
ム
ス
タ
ー
を

ハ
ム
シ
ッ
ト
し
た
時
、
か
ま

れ
る
と
血
が
出
る
と
聞
い
て

こ
わ
く
な
っ
た
。
マ
マ
が
ケ
ー

ジ
で
か
え
る
ペ
ッ
ト
な
ら
い

い
と
言
っ
た
の
で
、
わ
た
し

は
イ
ン
コ
に
決
め
た
。

　

九
月
十
二
日
、
つ
い
に
わ

た
し
の
家
に
イ
ン
コ
が
や
っ

て
き
た
。
白
い
ボ
デ
ィ
ー
に

青
い
し
っ
ぽ
、
ピ
ン
ク
の
鼻

に
オ
レ
ン
ジ
の
く
ち
ば
し
。

羽
毛
が
ふ
わ
ふ
わ
落
ち
て
く

る
の
が
か
わ
い
い
。
ツ
メ
が

長
く
て
シ
ャ
ー
プ
だ
け
ど
、

さ
わ
っ
て
も
い
た
く
な
い
。

い
つ
も
口
を
パ
カ
パ
カ
開
け

て
い
る
。
た
ま
に
か
わ
い
い

声
で
鳴
い
て
く
れ
る
。
お
こ

る
と
ガ
ー
ガ
ー
鳴
く
。
名
前

は
キ
ル
ア
。
わ
た
し
が
ま
よ
っ

て
い
た
時
、
姉
が
つ
け
て
く

れ
た
。

　

マ
マ
と
の
や
く
そ
く
で
、

ケ
ー
ジ
の
そ
う
じ
と
、
鳥
の

世
話
は
わ
た
し
の
仕
事
だ
。

毎
週
末
そ
う
じ
を
し
て
い
る
。

　

キ
ル
ア
が
来
て
、
わ
た
し

の
毎
日
は
楽
し
く
な
っ
た
。

早
く
キ
ル
ア
が
わ
た
し
に
な

れ
て
、
指
に
の
っ
て
く
れ
る

よ
う
に
な
る
と
い
い
な
と
思

う
。　
　
　
　   （
滞
米
９
年
）

　

私
が
大
切
に
し
た
い
言
葉

は
、「
楽
な
道
よ
り
、
自
分
が

納
得
で
き
る
道
を
選
び
な
さ

い
。」
で
す
。
こ
の
言
葉
は
、

幼
稚
園
の
先
生
だ
っ
た
杏
奈

先
生
が
、
私
に
教
え
て
く
れ

た
言
葉
で
す
。
三
年
間
、
夏

休
み
に
私
た
ち
の
め
ん
ど
う

を
見
て
く
れ
た
先
生
で
し
た
。

こ
の
言
葉
の
意
味
は
、「
少
し

大
変
で
も
、
自
分
で
考
え
て

決
め
た
道
を
選
ぶ
こ
と
が
大

切
だ
」
と
い
う
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
楽
な
道
を
選
ぶ
と
、

そ
の
と
き
は
楽
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
で
も
、
後
に
な
っ
て
、

「
も
っ
と
が
ん
ば
れ
ば
よ
か
っ

た
な
」
と
後
悔
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

私
は
前
ま
で
、
難
し
そ
う

な
こ
と
が
あ
る
と
、「
で
き
る

だ
け
さ
け
た
い
な
」
と
思
っ

て
し
ま
う
タ
イ
プ
で
し
た
。

テ
ス
ト
前
で
も
、「
明
日
や
ろ

う
」
と
言
っ
て
、
結
局
ゲ
ー

ム
を
し
て
し
ま
い
、
あ
わ
て

て
夜
に
勉
強
し
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
今
思
う
と
、
自
分

で
も
ち
ょ
っ
と
あ
き
れ
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
言
葉
を
聞
い

て
か
ら
、
考
え
方
が
少
し
ず

つ
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

「
失
敗
し
て
も
い
い
か
ら
、
ま

ず
は
や
っ
て
み
よ
う
」「
自
分

で
決
め
た
こ
と
な
ら
、
最
後

ま
で
が
ん
ば
ろ
う
」
と
思
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た

と
え
ば
、
勉
強
が
難
し
い
と

き
も
す
ぐ
に
あ
き
ら
め
ず
に
、

分
か
る
と
こ
ろ
か
ら
早
め
に

取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
友
だ
ち
と
の
こ
と
で
な

や
ん
だ
と
き
も
、
に
げ
ず
に

話
し
て
み
よ
う
と
思
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ

ん
、
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
思
っ
た
よ
り

点
数
が
低
く
て
悲
し
ん
だ
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、

自
分
で
考
え
て
行
動
し
た
こ

と
は
、
後
に
な
っ
て
「
や
っ

て
よ
か
っ
た
」
と
思
え
る
こ

と
が
多
い
で
す
。
そ
の
た
び

に
、
こ
の
言
葉
の
大
切
さ
を

感
じ
て
い
ま
す
。

　

も
う
す
ぐ
私
は
中
学
生
に

な
り
ま
す
。
中
学
生
に
な
る

と
、
勉
強
や
習
い
ご
と
、
友

だ
ち
の
こ
と
な
ど
、
た
く
さ

ん
の
こ
と
を
自
分
で
選
ば
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
悩
ん

だ
り
迷
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
と
き

は
、こ
の
言
葉
を
思
い
出
し
て
、

楽
な
道
で
は
な
く
自
分
が
本
当

に
納
得
で
き
る
道
を
選
び
た
い

で
す
。
時
に
は
な
ま
け
そ
う
に

な
る
自
分
に
も
負
け
ず
に
、
こ

れ
か
ら
も
前
に
進
ん
で
い
き
た

い
で
す
。
そ
し
て
、い
つ
か「
こ

の
道
を
選
ん
で
良
か
っ
た
」
と

笑
っ
て
言
え
る
自
分
に
な
り
た

い
で
す
。
こ
の
言
葉
は
、
私
に

と
っ
て
、
一
生
大
切
に
し
て
い

き
た
い
宝
物
で
す
。

　
　
　
　   　
（
米
国
生
ま
れ
）

　
　

□　
　

□　
　

□

「わたしが好きなこと」
　　　　　ピッツバーグ日本語補習授業校小３

　　　　　　　　　　　　ニュービッグ　えな

「
私
を
支
え
る
『
納
得
』
の
一
歩
」

　
　
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
中
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ
ュ
ー
　
望

　

こ
の
お
話
は
、
男
の
子
が

成
長
し
て
、
小
さ
い
い
す
か

ら
卒
業
を
す
る
お
話
で
す
。

成
長
す
る
と
は
、
大
き
く
な

る
こ
と
で
す
。
卒
業
す
る
こ

と
は
さ
よ
な
ら
す
る
こ
と
で

す
。
そ
れ
は
、
い
い
こ
と
だ

か
ら
し
ょ
う
が
な
い
そ
う
で

す
。

　

こ
の
男
の
子
は
、
ず
っ
と

使
っ
て
い
た
い
す
か
ら
卒
業

を
し
て
、
す
こ
し
か
な
し
そ

う
で
し
た
。
で
も
、
成
長
を

し
て
、
み
ん
な
と
同
じ
い
す

を
使
う
よ
う
に
な
っ
て
、
す

こ
し
「
う
れ
し
そ
う
だ
な
。」

と
思
い
ま
し
た
。
わ
た
し
も
、

よ
う
ち
え
ん
を
卒
業
す
る
と

き
、
す
こ
し
か
な
し
か
っ
た

で
す
。
で
も
、
小
学
校
に
行

く
行
く
の
が
楽
し
み
で
し
た
。

　

小
学
校
に
入
っ
て
み
る
と
、

し
ゅ
く
だ
い
が
た
く
さ
ん
で

こ
ま
り
ま
す
が
、
新
し
い
こ

と
に
た
く
さ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
き
ま
し
た
。
新
し
い
お
友

だ
ち
も
た
く
さ
ん
で
き
ま
し

た
。

　

あ
と
、
ね
て
い
る
あ
い
だ

に
体
は
成
長
す
る
か
ら
、「
ね

る
子
は
よ
く
そ
だ
つ
」
と
言

う
ら
し
い
で
す
。

　

わ
た
し
は
、
こ
の
本
を
読

ん
で
「
さ
よ
な
ら
」
す
る
こ

と
を
こ
わ
が
ら
ず
、
新
し
い

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
大
切
に
し
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　

   　
（
米
国
生
ま
れ
）　

　
　

□　
　

□　
　

□

「
キ
ル
ア
」

　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
L
I
校
小
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
か
ん
な

「『
グ
ロ
ー
イ
ン
グ
ア
ッ
プ
ッ
プ
』

を
読
ん
で
」

　
　
ケ
ネ
デ
ィ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
土
曜
日
本
人
学
校
小
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ン
ソ
ニ
ー
　
あ
い
子

　

わ
た
し
が
好
き
な
こ
と
は

ね
る
こ
と
で
す
。

　

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
ゆ
め

を
見
る
時
は
お
も
し
ろ
い
か

ら
で
す
。
た
と
え
ば
、
ま
ほ

う
の
学
校
に
行
く
ゆ
め
と
か
、

大
好
き
な
歌
手
と
お
ど
る
ゆ

め
を
見
る
と
、
う
れ
し
く
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
ね
る
と
次
の
日
に

元
気
に
な
る
か
ら
で
す
。
た

と
え
ば
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

の
大
会
で
走
っ
て
つ
か
れ
た

日
も
、
し
っ
か
り
ね
る
と
、

次
の
朝
は
つ
か
れ
が
と
れ
て

元
気
に
な
り
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、
温
か
い
ふ
と

ん
の
中
で
ね
る
と
、
気
持
ち

い
い
で
す
。
た
と
え
ば
、
寒

い
冬
に
ふ
と
ん
の
中
に
入
る

と
、
温
か
く
て
し
あ
わ
せ
な

気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

今
夜
も
ね
る
の
が
楽
し
み

で
す
。　
　
　   （
滞
米
９
年
）

あ
と
に
毎
日
そ
う
じ
の
時
間
が

あ
り
ま
し
た
。

　

一
学
き
の
さ
い
ご
の
日
に

は
、
み
ん
な
で
学
校
ぜ
ん
体
の

大
そ
う
じ
を
し
ま
し
た
。
ク
ラ

ス
の
五
人
と
げ
た
ば
こ
の
そ
う

じ
を
し
ま
し
た
。
は
じ
め
に
、

か
わ
い
た
ぞ
う
き
ん
で
ご
み
を

あ
つ
め
て
、
ち
り
と
り
で
ご
み

ば
こ
に
す
て
ま
し
た
。
そ
の
あ

と
に
、
ぞ
う
き
ん
を
水
で
し

ぼ
っ
て
、
細
か
い
ご
み
を
よ
く

ふ
き
と
り
ま
し
た
。

　

ほ
こ
り
や
か
わ
い
た
ド
ロ

　

わ
た
し
が
さ
い
き
ん
一
番
が

ん
ば
っ
た
こ
と
は
、
夏
休
み
に

行
っ
た
日
本
の
小
学
校
で
の
大

そ
う
じ
で
す
。

　

日
本
の
学
校
で
は
、
ア
メ
リ

カ
と
ち
が
っ
て
、
き
ゅ
う
食
の

「
が
ん
ば
っ
た
大
そ
う
じ
」

　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
小
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ち
く
　
り
な

が
、
角
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
色

い
ろ
な
と
こ
ろ
に
た
ま
っ
て
い

た
の
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た

が
、
す
み
ず
み
ま
で
き
れ
い
に

な
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
し

た
。
げ
た
ば
こ
の
数
が
と
て
も

多
く
て
、
ど
ん
な
に
そ
う
じ
を

し
て
も
、
な
か
な
か
お
わ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
と
中
で
あ
き
ら

め
た
く
な
っ
た
け
れ
ど
、
友
だ

ち
と
話
し
な
が
ら
や
っ
て
い
た

ら
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。
さ
い

ご
ま
で
が
ん
ば
っ
て
、
三
学
年

分
の
げ
た
ば
こ
を
き
れ
い
に
し

ま
し
た
。
や
っ
と
終
わ
っ
た
時

に
は
、
ほ
っ
と
し
て
、
き
れ
い

に
な
っ
て
気
持
ち
も
す
っ
き
り

し
ま
し
た
。

　

来
年
も
日
本
の
学
校
で
、
ア

メ
リ
カ
で
出
来
な
い
こ
と
に

ち
ょ
う
戦
し
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
米
国
生
ま
れ
）

週刊NY生活作文コンクール
「ことばの泉」に応募しませんか？

応募要項
 ●対象：米国在住の小・中・高生 ●テーマは自由。アメリカ生活で感じたことや思ったこと、創作物語、
詩など。ただし、未発表の作品に限ります。●文字数：1000 字（400 字詰め原稿用紙なら２枚半）を
目安に最長2000 字まで。●住所、氏名、学校名、学年、電話番号、滞米期間、保護者名を明記のう
え、顔写真を必ず添えて  nyseikatsu.sakubun@gmail.com までお送りください。

主催 :ニューヨーク生活プレス社　後援 : 全日本空輸株式会社

昨年11月から今年10月末までの掲載作文を対象に
選考を行い、最優秀賞受賞者には全日空協賛による

日米往復航空券が贈呈されます。

https://starchildny.com/
mailto:summerschool@nyikuei.org
mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
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ア
メ
リ
カ
東
海
岸
で
歴
史
的

な
魅
力
が
詰
ま
っ
た
街
ボ
ス
ト

ン
が
、
世
界
に
誇
れ
る
も
の
の

一
つ
、
全
米
最
古
の
プ
ロ
の
野

球
場
フ
ェ
ン
ウ
ェ
イ
パ
ー
ク
を

本
拠
と
す
る
大
リ
ー
グ
・
ボ
ス

ト
ン
レ
ッ
ド
ソ
ッ
ク
ス
の
観
戦

ガ
イ
ド
を
３
回
に
分
け
て
お
伝

え
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
が

そ
の
最
終
回
で
す
。

【
永
久
欠
番
に
つ
い
て
】

　

ラ
イ
ト
側
の
後
方
の
ス
タ
ン

ド
の
上
に
は
９
・
４
・
１
・
８
の

４
つ
の
数
字
が
並
ん
で
い
ま

す
。
こ
れ
は
レ
ッ
ド
ソ
ッ
ク
ス

の
永
久
欠
番
で
す
。
９
番
は
テ

ッ
ド
・
ウ
イ
リ
ア
ム
ス
（
ボ
ス

ト
ン
ロ
ー
ガ
ン
空
港
か
ら
市
内

へ
の
２
つ
め
の
海
底
ト
ン
ネ
ル

の
名
前
に
も
な
っ
て
い
ま
す
）。

４
番
は
ジ
ョ
ー
・
ク
ロ
ニ
ン
、

１
番
は
ボ
ビ
ー
・
ド
エ
ラ
、
８

番
は
カ
ー
ル
・
ヤ
ト
レ
ム
ス
キ

ー
の
４
人
で
す
。
永
久
欠
番
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
フ
ェ
ン
ウ

ェ
イ
球
場
を
救
っ
て
く
れ
た
偉

大
な
選
手
に
ベ
ー
ブ
・
ル
ー
ス

が
い
ま
す
。
彼
は
１
９
１
８

年
に
ワ
ー
ル
ド
シ
リ
ー
ズ
優

勝
（
レ
ッ
ド
ソ
ッ
ク
ス
は
そ
れ

以
来
ワ
ー
ル
ド
シ
リ
ー
ズ
で
は

優
勝
し
て
い
ま
せ
ん
）
を
も
た

ら
し
た
功
労
者
の
１
人
で
す

が
、
翌
年
に
ヤ
ン
キ
ー
ス
に
ト

レ
ー
ド
に
出
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
以
後
、
世
界
一
に
な

れ
な
い
の
は
ベ
ー
ブ
・
ル
ー
ス

の
呪
い
と
い
う
人
も
い
ま
す
。

ま
た
こ
れ
ら
の
４
つ
の
数
字
の

右
横
に
、
も
う
１
つ
色
の
違

う
「
42
」
と
い
う
数
字
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
番
号
は
、
大
リ
ー

グ
に
初
め
て
参
加
し
た
黒
人
選

手
、
ジ
ャ
ッ
キ
ー
・
ロ
ビ
ン
ソ

ン
の
背
番
号
で
す
。
１
９
４
７

年
４
月
15
日
、彼
は
大
リ
ー
グ
、

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・
ド
ジ
ャ
ー
ス

の
選
手
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
ま

し
た
、
Ｎ
Ｙ
メ
ッ
ツ
の
本
拠
地

ク
イ
ー
ン
ズ
と
ド
ジ
ャ
ー
ス
の

本
拠
地
だ
っ
た
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン

を
結
ぶ
高
速
道
路
の
名
前
に
も

な
っ
て
い
る
選
手
で
す
。
人
種

問
題
や
多
く
の
い
や
が
ら
せ
に

も
め
げ
ず
活
躍
し
た
彼
の
功
績

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
フ
ェ
ン

ウ
ェ
イ
球
場
で
も
初
の
黒
人
選

手
、
ジ
ャ
ッ
キ
ー
・
ロ
ビ
ン
ソ

ン
を
讃
え
て
、
彼
の
背
番
号
が

掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
球
場
で
の
楽
し
み
方
】

　

通
常
、
開
門
は
、
試
合
の
２

時
間
か
ら
１
時
間
半
前
。
フ
ァ

ン
に
と
っ
て
は
、
こ
の
試
合
前

の
練
習
時
間
が
試
合
と
同
じ
く

ら
い
に
面
白
い
。
フ
ィ
ー
ル
ド

で
練
習
し
て
い
る
選
手
は
試
合

前
な
の
で
か
な
り
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
い
て
、
試
合
中
に
は
見
る

事
の
で
き
な
い
素
敵
な
笑
顔
を

見
る
事
が
で
き
ま
す
。
ま
た
憧

れ
の
選
手
に
サ
イ
ン
し
て
も
ら

え
る
可
能
性
が
強
い
の
も
こ
の

試
合
前
の
練
習
時
間
の
時
。
選

手
が
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
に
戻
る
途

中
に
ス
タ
ン
ド
の
フ
ァ
ン
に
サ

イ
ン
を
す
る
光
景
を
球
場
で
よ

く
見
か
け
ま
す
。
打
撃
練
習
で

は
外
野
フ
ェ
ン
ス
の
は
る
か
後

方
に
放
物
線
を
描
き
な
が
ら
飛

ん
で
い
く
、
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ

ー
の
強
打
者
の
強
烈
な
打
球
を

見
て
い
る
と
あ
ら
た
め
て
惚
れ

惚
れ
と
し
ま
す
。
注
意
：
打
撃

練
習
を
見
た
け
れ
ば
７
時
試
合

開
始
の
場
合
は
５
時
半
、
遅
く

と
も
６
時
に
は
球
場
に
着
く
こ

と
。

【
観
戦
の
マ
ナ
ー
】

　

な
る
べ
く
試
合
開
始
前
に
は

座
席
に
着
い
て
い
ま
し
ょ
う
。

ア
メ
リ
カ
で
は
メ
ジ
ャ
ー
（
１

軍
）、
マ
イ
ナ
ー
（
２
〜
５
軍
）

に
関
わ
ら
ず
、
必
ず
国
歌
斉
唱

で
始
ま
り
ま
す
。
カ
ナ
ダ
の
チ

ー
ム
（
ト
ロ
ン
ト
）
と
の
試
合

の
時
は
２
つ
の
国
の
国
歌
を
歌

い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
国
歌
斉
唱

時
に
は
周
り
の
ア
メ
リ
カ
人
観

客
と
と
も
に
起
立
を
し
、
背
筋

を
伸
ば
し
て
、
国
歌
に
聞
き
入

り
ま
し
ょ
う
。（
帽
子
を
被
っ

て
い
る
場
合
は
、
必
ず
帽
子
を

取
っ
て
胸
の
上
に
持
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。） 

試
合
が
始
ま
っ

た
ら
、
野
球
観
戦
に
集
中
し
て

く
だ
さ
い
。
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の

音
色
に
合
わ
せ
て
大
声
で
騒
い

で
ス
ト
レ
ス
発
散
す
る
日
本
の

野
球
と
違
っ
て
（
ゴ
メ
ン
な
さ

い
！
）
ア
メ
リ
カ
の
野
球
フ
ァ

ン
は
ゲ
ー
ム
を
観
に
球
場
に
来

て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
球
場

で
は
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
以
外
に
ネ

ッ
ト
が
張
っ
て
い
な
い
為
に
、

野
球
を
観
て
い
な
い
と
ス
タ
ン

ド
に
飛
び
込
ん
で
来
る
フ
ァ
ウ

ル
ボ
ー
ル
に
当
た
り
大
怪
我
す

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
ア
メ

リ
カ
で
は
こ
の
フ
ァ
ウ
ル
ボ
ー

ル
を
捕
っ
た
人
が
ボ
ー
ル
を
持

ち
帰
り
で
き
る
の
で
、
子
供
た

ち
は
球
場
に
グ
ロ
ー
ブ
を
持
っ

て
訪
れ
ま
す
。
フ
ァ
ウ
ル
ボ
ー

ル
を
ダ
イ
レ
ク
ト
で（
し
か
も
、

時
に
は
素
手
で
）
捕
っ
た
フ
ァ

ン
は
、
球
場
全
体
の
観
衆
か
ら

選
手
に
負
け
な
い
ほ
ど
の
拍
手

を
も
ら
い
ま
す
。
バ
ッ
ク
ス
ス

ク
リ
ー
ン
横
の
大
画
面
に
映
し

出
さ
れ
る
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま

す
。

【
セ
ブ
ン
ス
イ
ニ
ン
グ･

ス
ト

レ
ッ
チ
】

　
７
回
裏
の
ホ
ー
ム
チ
ー
ム
の

攻
撃
が
始
ま
る
前
（
日
本
の
ラ

ッ
キ
ー
セ
ブ
ン
の
攻
撃
）
に
な

る
と
、
ア
メ
リ
カ
で
は
観
客
全

員
が
お
も
む
ろ
に
立
ち
上
が
り

ま
す
。
さ
あ
セ
ブ
ン
ス
イ
ニ
ン

グ･

ス
ト
レ
ッ
チ
で
す
。
座
席

か
ら
た
ち
あ
が
り
各
自
伸
び
を

し
な
が
ら
、「Take Me Out 

to the Ball Game

（
私
を
野

球
場
に
連
れ
て
行
っ
て
）」
と

い
う
歌
を
観
客
全
員
で
歌
い
ま

す
。
た
だ
し
他
の
球
場
と
比
べ

る
と
ボ
ス
ト
ン
で
は
あ
っ
さ
り

し
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

Take Me Out to the Ball 
Game

詞
： Jack Norworth

、 

曲
： 

Albert Von Tilzer
Take me out to the ball 
game.
Take me out with the 
crowd.
Buy me some peanuts and 
crackerjack.
I don't care if I never get 
back.
Let me root, root, for the 
home team.
If they don't win its a 
shame.
For it one, two, three 
strikes, you are out at the 
old ball game.

　

地
下
鉄
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
、

ケ
ン
モ
ア
の
駅
を
降
り
て
か
ら

野
球
場
ま
で
の
約
５
分
間
の
道

の
り
は
幼
い
と
き
に
、
Ｊ
Ｒ
水

道
橋
駅
か
ら
後
楽
園
球
場
（
関

西
で
は
阪
神
電
車
の
甲
子
園
駅

か
ら
球
場
）
に
父
親
に
手
を
ひ

か
れ
な
が
ら
連
れ
て
い
っ
て
も

ら
っ
た
時
の
な
ん
と
も
い
え
な

い
ウ
キ
ウ
キ
し
た
気
持
ち
を
懐

か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。
さ
あ

ボ
ス
ト
ン
で
世
界
最
高
レ
ベ
ル

の
野
球
を
思
う
存
分
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
。（
終
わ
り
）

（
文
・
写
真
）

瀧
波
雅
彦
（
た
き
な
み
・
ま
さ

ひ
こ
）

１
９
６
０
年
埼
玉
県
生
ま
れ

株
式
会
社
ボ
ス
ト
ン
観
光
代
表

取
締
役

Ｊ
ー
マ
ガ
ジ
ン
代
表

ボ
ス
ト
ン
レ
ッ
ド
ソ
ッ
ク
ス
愛

好
会
会
長

レ
ッ
ド
ソ
ッ
ク
ス
日
本
人
編
成

会
議
メ
ン
バ
ー

ベ
テ
ラ
ン
ガ
イ
ド
が
お
ス
ス
メ
・「
旅
は
心
の
ビ
タ
ミ
ン
」
③

ボ
ス
ト
ン
レ
ッ
ド
ソ
ッ
ク
ス
を
観
戦
し
よ
う（
後
編
）

　

小
松
空
港
か
ら
車
で
5
分
ほ

ど
の
と
こ
ろ
に「
八
十
山
雅
子
・

和
代
美
術
館
」（
石
川
県
小
松

市
）
が
あ
り
ま
す
。
日
本
で
唯

一
の
竹
画
家
・
八
十
山
和
代
氏

と
、
同
じ
洋
画
家
と
し
て
活
躍

し
た
母
親
の
故
・
雅
子
氏
の
作

品
を
展
示
し
て
い
る
個
人
美
術

館
で
、
２
０
１
１
年
に
開
館
し

ま
し
た
。
私
は
、
２
０
２
４
年

1
月
に
、
能
登
地
震
の
関
係
で

現
地
を
訪
れ
た
際
に
偶
然
同
館

を
見
つ
け
て
立
ち
寄
っ
た
の
が

ご
縁
で
、
交
流
が
続
い
て
い
ま

す
。

　

小
松
市
と
京
都
市
に
ア
ト
リ

エ
を
構
え
る
八
十
山
和
代
氏

は
、
洋
画
家
で
あ
り
な
が
ら
竹

を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
作
品
を
描

き
続
け
て
い
る
異
色
の
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
で
、
東
京
や
京
都
、
ブ

ラ
ジ
ル
、
さ
ら
に
は
中
国
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
（
ソ
ー
ホ
ー
）
な

ど
の
大
都
市
で
６
回
も
個
展
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
画
家
が
海

外
で
個
展
を
実
行
す
る
場
合
、

通
常
は
、
画
商
や
ス
ポ
ン
サ
ー

な
ど
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
が
、

和
代
氏
の
場
合
は
、
そ
う
し
た

も
の
に
頼
ら
ず
、
1
人
で
実
行

し
た
と
の
こ
と
で
す
。
国
際
交

流
基
金
助
成
事
業
や
国
家
公
認

記
念
行
事
等
で
個
展
を
開
催
し

て
お
り
、
１
９
９
２
年
に
は
ノ

ー
ス
ウ
エ
ス
ト
航
空
の
協
賛
を

得
て
、
母
雅
子
氏
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
込
め
て
母
娘
個
展
開

催
し
ま
し
た
。
１
９
９
８
年
に

は
、
１
９
９
６
年
に
他
界
し
た

母
雅
子
と
の
約
束
を
実
行
す
る

た
め
、
和
代
氏
が
生
ま
れ
た
ブ

ラ
ジ
ル
の
3
都
市
（
サ
ン
パ
ウ

ロ
、
リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
、

ブ
ラ
ジ
リ
ア
）
で
、
母
娘
巡
回

展
を
開
催
し
、
リ
オ
の
ブ
ラ
ジ

ル
国
立
博
物
館
に
は
和
代
氏

の
作
品
が
所
蔵
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
０
８
年
に
も
ブ
ラ
ジ
リ
ア

の
ブ
ラ
ジ
ル
連
邦
貯
蓄
銀
行
美

術
館
で
個
展
を
２
回
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

日
本
画
の
原
点
で
あ
る
水

墨
画
の
技
法
を
油
絵
の
中
に

導
入
す
る
た
め
、
本
場
中
国

で
水
墨
画
の
勉
強
を
す
べ
く
、

２
０
０
０
年
に
西
安
美
術
学

院
に
一
年
間
留
学
し
た
バ
イ

タ
リ
テ
ィ
に
も
驚
か
さ
れ
ま

す
。
２
０
０
５
年
11
月
に
は
、

東
京
国
立
博
物
館
本
館
で
も

作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

最
近
で
は
、
２
０
２
５
年
11

月
に
上
賀
茂
神
社
（
京
都
市
）

に
、
油
絵
「
竹
龍
」
が
奉
納

さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
美
術
館
に
一
歩
足

を
踏
み
入
れ
る
と
、
何
と
な

く
空
気
が
違
う
の
を
感
じ
ま

す
。
決
し
て
広
い
空
間
で
は

な
い
の
で
す
が
、
竹
の
絵
と
、

和
代
氏
の
元
気
溌
溂
と
し
た

性
格
が
そ
う
し
た
オ
ー
ラ
を

醸
し
出
し
て
い
る
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
訪
問
す
る
と
、

た
い
て
い
他
の
来
館
者
も
お

り
、
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み

な
が
ら
談
笑
し
て
お
り
、
同
館

が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
し
て

も
機
能
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

　

和
代
氏
は
、
20
代
後
半
に
60

歳
ま
で
の
人
生
設
計
を
立
て
て

い
た
そ
う
で
す
が
、
24
歳
の
時

に
京
都
洛
西
・
大
原
野
で
生
涯

の
テ
ー
マ
で
あ
る
竹
と
出
会

い
、
竹
の
外
見
に
人
間
の
外

見
、
竹
の
地
下
茎
の
生
命
力
に

人
間
の
精
神
、
魂
を
重
ね
、
人

間
の
感
情
を
竹
で
表
現
し
て
行

き
た
い
と
方
針
を
固
め
た
そ
う

で
す
。
美
術
館
の
開
館
も
予
定

よ
り
も
早
く
達
成
し
、
次
は
ど

の
よ
う
な
人
生
設
計
を
立
て
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

和
代
氏
は
保
護
司
と
し
て
の

活
動
も
行
っ
て
お
り
、
そ
の
揺

る
が
な
い
性
格
と
信
念
の
強
さ

に
は
、
い
つ
も
元
気
づ
け
ら
れ

ま
す
。
ぜ
ひ
、同
館
を
訪
問
し
、

作
品
の
鑑
賞
を
通
じ
て
元
気
と

勇
気
を
感
じ
取
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
現
在
修
復
工
事
中

で
し
た
。

（
栗
原
祐
司　

国
立
科
学
博
物

館
副
館
長
）

1
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『
そ
の
年
の
冬
』
は
、
単
な

る
青
春
小
説
と
し
て
で
は
な

く
、「
時
代
」
と
「
個
人
」
の

葛
藤
を
ど
う
読
む
か
が
ポ
イ
ン

ト
に
な
る
作
品
だ
。
作
品
は
昭

和
43
〜
44
年
の
大
学
紛
争
期
を

背
景
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
系
男
子

校
の
高
校
生
た
ち
が
「
生
き
る

意
味
」「
努
力
す
る
意
味
」「
社

会
と
の
関
わ
り
」
を
模
索
す
る

姿
を
描
い
て
い
る
。
１
９
６
８

年
を
知
ら
な
い
世
代
に
も
通
じ

る
普
遍
性
を
語
る
な
ら
、
大
学

紛
争
や
学
生
運
動
は
今
や
歴
史

だ
が
、
主
人
公
た
ち
の
悩
み
は

現
代
の
若
者
に
も
共
通
し
て
い

る
。
つ
ま
り
、
な
ぜ
勉
強
す
る

の
か
、
社
会
に
従
う
べ
き
か
、

自
分
は
何
者
な
の
か
、
と
い
う

こ
う
し
た
問
い
は
時
代
を
超
え

る
テ
ー
マ
と
言
え
る
。

　

中
で
も
、 

エ
リ
ー
ト
高
校
生

た
ち
の
苦
悩
は
、
単
な
る
政
治

小
説
で
は
な
く
、
恵
ま
れ
た
環

境
に
い
る
若
者
た
ち
が
精
神
的

な
空
白
と
向
き
合
う
物
語
と
し

て
読
む
と
面
白
い
。「
豊
か
さ

や
学
歴
が
人
生
の
答
え
を
与
え

て
く
れ
る
わ
け
で
は
な
い
」
と

い
う
視
点
を
取
り
上
げ
る
と
、

現
在
の
受
験
社
会
や
キ
ャ
リ
ア

競
争
と
も
重
な
っ
て
見
え
る
。

　

戦
後
日
本
の
高
度
成
長
と
学

生
運
動
の
時
代
を
体
験
し
て
い

な
い
読
者
に
も
、
当
時
の
空

気
感
を
伝
え
る
作
品
だ
ろ
う
。

「
１
９
６
８
年
と
い
う
時
代
を

描
き
な
が
ら
、
若
者
の
普
遍
的

な
孤
独
と
成
長
を
描
い
た
青
春

群
像
劇
」と
で
も
言
え
る
本
だ
。

　

こ
れ
は
こ
れ
ま
で
の
日
本
文

学
に
登
場
す
る
こ
と
が
稀
だ
っ

た
、
知
的
な
少
年
た
ち
を
描
い

た
作
品
だ
。
原
作
の
小
説
と
併

せ
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
書
か
れ

た
「
読
む
映
画
」
と
し
て
の
シ

ナ
リ
オ
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

凍
て
つ
く
冬
の
空
気
、
深
夜

の
ラ
ジ
オ
か
ら
聞
こ
え
て
く
る

中
国
・
文
化
革
命
の
宣
伝
放
送
。

旅
先
で
出
会
っ
た
、
夢
に
向
か

っ
て
懸
命
に
生
き
よ
う
と
す
る

少
女
の
言
葉
、
戦
争
の
影
か
ら

な
お
も
逃
れ
ら
れ
な
い
大
人
た

ち
。「
そ
の
年
の
冬
」
を
生
き

た
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
人
生
が
交

錯
す
る
。

　

１
９
６
８
年
と
い
う
と
、
私

は
当
時
小
学
校
６
年
生
な
の

で
、
団
塊
の
世
代
の
皆
さ
ん
が

大
学
を
卒
業
さ
れ
た
人
は
社
会

人
と
し
て
の
高
度
経
済
成
長
を

牽
引
す
る
若
手
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
一
歩
を
踏
み
出
し
た
頃
、
ま

た
、
多
く
の
集
団
就
職
で
上
京

し
て
都
会
の
工
場
で
働
い
て
い

た
男
女
さ
ま
ざ
ま
な
若
者
た
ち

が
日
本
の
社
会
全
体
を
支
え
て

い
た
時
代
だ
。

　

本
書
は
、
以
前
刊
行
し
た
小

説
『
そ
の
年
の
冬
』
と
そ
れ

を
「
読
む
映
画
」
と
し
て
シ
ナ

リ
オ
化
し
た
作
品
を
二
つ
合
わ

せ
て
収
録
し
た
も
の
で
、
作
者

は
冬
に
続
い
て
、
夏
、
秋
、
春

と
い
う
ふ
う
に
主
人
公
と
物
語

の
展
開
を
考
え
て
い
た
そ
う
だ

が
、
挫
折
し
て
し
ま
っ
た
と
の

こ
と
。
元
々
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
勤
務
し

て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
も
駐
在

で
住
ん
で
い
た
こ
と
の
あ
る
著

者
の
河
村
さ
ん
は
、
報
道
や
映

像
を
メ
イ
ン
に
生
き
て
き
た
人

だ
け
に
「
私
は
描
写
と
い
う
こ

と
が
苦
手
な
の
だ
」
と
い
う
の

が
そ
の
理
由
だ
そ
う
だ
。
映
像

な
ら
お
手
の
も
の
で
あ
る
な
ら

ば
、
む
し
ろ
こ
の
90
年
代
初
頭

に
書
い
た
作
品
を
シ
ナ
リ
オ
風

に
今
回
立
て
直
し
た
こ
と
は
時

代
が
味
方
し
て
く
れ
る
の
を
待

っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
す

ら
思
え
る
。

　

今
や
Ａ
Ｉ
で
実
写
さ
な
が
ら

の
映
像
を
人
工
的
に
作
り
出
す

こ
と
が
夢
物
語
で
は
な
く
な
っ

た
だ
け
に
、
作
品
の
中
で
時
代

背
景
を
無
視
し
て
登
場
す
る
俳

優
た
ち
を
連
想
さ
せ
る
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
作
り
出
し
、
映
像
作

品
の
中
で
ス
ト
ー
リ
ー
を
作
り

上
げ
て
い
く
こ
と
だ
っ
て
不
可

能
で
は
な
い
。
新
作
刊
行
か
ら

す
で
に
２
年
の
歳
月
が
経
っ
て

は
い
る
が
、
放
送
人
、
映
像
の

プ
ロ
と
し
て
の
視
点
か
ら
、
Ａ

Ｉ
に
よ
る
動
画
化
に
ぜ
ひ
挑
戦

し
て
い
た
だ
き
た
い
。（
三
浦
）

個人体験映像化の序幕
河村雅隆・著

 文芸社・刊

■スクールカウンセラーは何を見ているのか（藪下遊、ち
くまプリマー新書）スクールカウンセラーの仕事や実践に
ついて詳しく書かれた本。資格の取り方、賃金や雇用形態
などの労働条件、仕事内容、実際にカウンセリングをする
ときに欠かせない視点など。将来はスクールカウンセラー
になりたいと思っている中高生へのアドバイスにもなる。
■劇場という名の星座（小川洋子、集英社）建て替えのた
め一時休館となった2代目帝国劇場。父が遺したミュージ
カルのパンフレットに挟まれた手紙を手がかりに展開する
「ホタルさんへの手紙」、劇場内で暮らしながらある人を探
し続ける少年を描く「内緒の少年」など劇場空間の裏側や、
そこに集う人々の営みを繊細に描写する全8編の短編集。
■元カレの猫が、居座りまして。（石田祥、双葉文庫）営
業社員の34歳のまさきは、元カレから託された猫の「ヨ
ミチ」と暮らしている。しかし、ただのペットではない。おっ
さん顔負けの関西弁を操り、時に人間以上の鋭い観察眼で
恋愛指南をぶちかます猫なのだ。毒舌だけど温かい猫の言
葉が心に突き刺さる、シリーズ第2弾。■ちょっと不運な
ほうが生活は楽しい（田中卓志、新潮文庫）人気漫才コン
ビ、アンガールズの田中による初のエッセイ集。文庫版特
典として、書き下ろしのエッセイ「建築士になる」を収録。
昨年12月に2級建築士試験合格を発表。出会い、お互い
の印象、エッセイを書くテクニックなど話を繰り広げる。■マリコは国宝を
観た !!（林真理子、文藝春秋）『週刊文春』のご長寿連載エッセイの最新37巻。
72歳、年女を迎えるマリコ。日本大学理事長の任期も最後の1年となった。
映画「国宝」を見て、ハロウィンでは、「国宝」のポスターでおなじみの「娘
道成寺」の衣装を着る。巻末には、18年ぶりの該当作なしとなった直木賞
について、同じく選考委員を務める浅田次郎さんとの特別対談も掲載。■十
字架屋の日常（井上荒野、中公文庫）著者のデビュー作『わたしのヌレエフ』
（1989年）を含む初期の秀作中短編６編を収録。太極拳教室の講師である南。
20数名いる生徒の中に夏子と夏彦の姉弟がいる。筋骨隆々の夏彦はジョー
木戸崎と名乗り女性陣の注目の的。表題作は初めての書籍収録作品。（山河藍）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
は
。
小
川
洋
子
の
帝
国
劇
場
に
ま
つ
わ
る
短
編
集
。
毒
舌

な
猫
と
暮
ら
す
独
女
。
建
築
士
合
格
の
ア
ン
ガ
ー
ル
ズ
田
中
の
エ
ッ
セ
イ
。『
国
宝
』
コ

ス
プ
レ
が
目
印
の
最
新
刊
。
怪
し
さ
漂
う
井
上
荒
野
の
初
期
中
短
編
集
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

野
球
の
シ
ー
ズ
ン
開
幕
戦

（
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
デ
ー
）
で
始

球
式
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た

大
谷
翔
平
選
手
の
愛
犬
デ
コ
ピ

ン
（
英
語
名
はDecoy

）。
し

か
し
、
自
宅
に
「
幸
運
の
ボ
ー

ル
」
を
忘
れ
て
き
た
こ
と
に
気

づ
き
ま
す
。
デ
コ
ピ
ン
は
「
自

分
が
な
ん
と
か
し
な
き
ゃ
」
と

決
意
し
、
始
球
式
に
間
に
合
わ

せ
る
た
め
、
ひ
と
り
（
一
匹
）

で
家
ま
で
ボ
ー
ル
を
取
り
に
戻

る
冒
険
に
出
ま
す
。
賑
や
か
な

街
を
駆
け
抜
け
、
美
味
し
そ
う

な
匂
い
や
遊
び
の
誘
惑
に
も
の

ら
ず
、
一
生
懸
命
ゴ
ー
ル
を
目

指
し
ま
す
。
果
た
し
て
デ
コ
ピ

ン
は
試
合
開
始
前
の
ス
タ
ジ
ア

ム
に
戻
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

し
ょ
う
か
。

　

始
球
式
を
舞
台
に
し
た
ス
ト

ー
リ
ー
。
今
年
２
月
に
ア
メ
リ

カ
で
発
行
さ
れ
、
そ
の
直
後
に

Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
紙
の
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
リ
ス
ト
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し

た
、
大
谷
選
手
が
手
が
け
た
初

の
児
童
書
。
絵
本
の
収
益
は
、

犬
た
ち
の
里
親
探
し
を
支
援
す

る
動
物
保
護
団
体
に
寄
付
さ
れ

る
。日
本
語
版
タ
イ
ト
ル
は『
デ

コ
ピ
ン
の
と
く
べ
つ
な
い
ち
に

ち
』（
ポ
プ
ラ
社
）。　
（
高
田
）

大
谷
翔
平
と
デ
コ
ピ
ン
の
英
語
絵
本

 『Decoy Saves Opening Day』
Written by 大谷翔平＆Michael Blank
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ト
ラ
イ
ベ
ッ
カ
映
画
祭
が
３

日
に
始
ま
り
、
日
本
か
ら
は
坂

西
未
郁
監
督
の「
メ
モ
リ
ィ
ズ
」

が
選
ば
れ
、
6
日
に
は
ビ
レ
ッ

ジ
・
イ
ー
ス
ト
・
バ
イ
・
ア
ン

ジ
ェ
リ
カ
映
画
館
で
の
世
界
初

上
映
に
坂
西
監
督
が
登
壇
し

た
。

　

同
作
品
は
、
写
真
館
を
営
む

義
父
（
イ
ッ
セ
ー
尾
形
）
が
骨

折
し
た
こ
と
で
世
話
を
し
に
田

舎
に
来
た
雄
太
（
柄
本
佑
）
の

心
の
描
写
。
義
父
の
仕
事
ぶ
り

や
東
京
に
い
る
妻
子
と
の
ス
マ

ホ
映
像
の
交
流
、
田
舎
で
の
さ

さ
い
な
光
景
を
通
じ
て
、
記
録

と
記
憶
か
ら
家
族
の
人
生
を
静

か
に
描
く
。

　

坂
西
監
督
に
と
っ
て
初
の
長

編
作
品
。
質
疑
応
答
で
は
、「
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
気
軽
に
映
像

を
残
せ
る
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

記
録
を
テ
ー
マ
に
日
常
を
描
き

た
か
っ
た
。
日
常
に
同
じ
時
間

は
一
つ
も
な
い
か
ら
」と
説
明
。

会
場
か
ら
の
「
写
真
と
監
督
の

関
係
に
つ
い
て
知
り
た
い
」
と

の
質
問
に
「
高
校
時
代
か
ら
ス

マ
ホ
。
で
も
ス
マ
ホ
だ
と
決
定

的
じ
ゃ
な
い
瞬
間
も
撮
る
。
よ

し
あ
し
で
は
な
い
が
、
カ
メ
ラ

だ
と
覗
い
た
時
に
撮
る
か
撮
ら

な
い
か
一
瞬
考
え
る
」と
答
え
、

小
型
カ
メ
ラ
で
パ
チ
リ
と
撮
影

し
て
会
場
を
和
ま
せ
た
。

　

同
映
画
祭
は
今
年
で
25
周
年

を
迎
え
た
。
世
界
初
上
映
が
多

く
新
鋭
に
よ
る
映
画
が
観
ら
れ

る
と
あ
っ
て
目
の
肥
え
た
映
画

フ
ァ
ン
や
映
画
関
係
者
が
集
ま

る
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

上
映
後
に
は
坂
西
監
督
と
個
人

的
に
話
す
人
や「
お
め
で
と
う
、

す
ば
ら
し
か
っ
た
」
と
声
を
か

け
て
会
場
を
後
に
す
る
人
の
姿

が
目
立
っ
た
。
日
本
で
は
、
ロ

ケ
地
と
な
っ
た
大
分
県
竹
田
市

で
一
般
公
開
を
済
ま
せ
、
12
日

か
ら
は
全
国
各
地
の
劇
場
で
公

開
さ
れ
る
。

　
　
（
小
味
か
お
る
、
写
真
も
）

レ
ッ
ド
カ
ー
ペ
ッ
ト
に
立
つ
伊
達
真
人
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

（
左
）
と
坂
西
監
督
（
右
）

坂
西
監
督
が
来
米

写
真
撮
影
の
こ
だ
わ
り
語
る

ト
ラ
イ
ベ
ッ
カ
映
画
祭
が
開
幕「
メ
モ
リ
ィ
ズ
」上
映

ジャパン・カッツ30作品
 

星
の
島
句
会

古
民
家
に
聴
く
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
や
青
葉
風 

江
坂
衣
代　
　

天
井
に
動
か
ぬ
守
宮
坊
泊
り 

長
谷
川
久
美
子  

ジ
ャ
ン
グ
ル
は
遥
か
な
記
憶
バ
ナ
ナ
パ
フ
ェ 

平
山
幸
江　

万
緑
と
い
へ
ど
濃
淡
あ
る
緑 

中
川
手
鞠

梅
雨
晴
間
隣
家
の
声
は
外
に
あ
り 

藤
井
マ
サ
太
郎 

hoshinoshima819@gmail.com

★
仲
間
募
集
中
★ 

　

北
米
最
大
の
新
鋭
日
本
映
画

祭
「
ジ
ャ
パ
ン
・
カ
ッ
ツ
」
が

7
月
8
日
（
水
）
か
ら
18
日

（
土
）
ま
で
の
10
日
間
に
わ
た

り
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

ー
（ 

東
47
丁
目
３
３
３
番
地
）

で
開
催
さ
れ
る
。
19
回
目
を
迎

え
る
今
年
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
企
業
の
キ
ヤ
ノ
ン

（Canon

）
が
初
の
冠
ス
ポ
ン

サ
ー
を
務
め
、
30
作
品
以
上
の

最
新
の
日
本
映
画
（
長
編
・
イ

ン
デ
ィ
ー
ズ
・
ア
ニ
メ
・
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
な
ど
）
の
上
映

が
発
表
さ
れ
た
。

　

映
画
界
へ
の
優
れ
た
貢
献
を

称
え
る
今
年
の
「
カ
ッ
ト
・
ア

バ
ウ
ブ
賞
」
は
、
女
優
の
広
瀬

す
ず
さ
ん
に
授
与
さ
れ
る
。
7

月
13
日
（
月
）
の
セ
ン
タ
ー
ピ

ー
ス
上
映
会
に
は
本
人
が
登
壇

し
、
質
疑
応
答
や
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、
彼
女
の

出
世
作
で
あ
る
是
枝
裕
和
監
督

の
『
海
街
ダ
イ
ア
リ
ー
』
の
リ

バ
イ
バ
ル
上
映
も
予
定
。
是
枝

監
督
は
最
終
日
18
日
（
土
）
に

登
壇
す
る
。

　

セ
ン
タ
ー
ピ
ー
ス
作
品

『
遠
い
山
な
み
の
光
（A Pale 

View of Hills

）』
は
、
ノ
ー

ベ
ル
賞
作
家
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ

ロ
の
デ
ビ
ュ
ー
小
説
を
石
川
慶

監
督
が
映
画
化
し
、
広
瀬
す
ず

さ
ん
が
主
演
を
務
め
た
話
題
作

の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
プ
レ
ミ
ア

上
映
。
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
作
品
の

『
箱
の
中
の
羊
（Sheep in the 

Box

）』
は
、
カ
ン
ヌ
国
際
映

画
祭
の
公
式
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
に

も
選
ば
れ
た
、
是
枝
裕
和
監
督

の
最
新
作
が
北
米
プ
レ
ミ
ア
上

映
さ
れ
る
。
主
演
は
綾
瀬
は
る

か
さ
ん
。
詳
細
は
公
式
サ
イ
ト

https://japansociety.org/
fi lm/japancuts

を
参
照
。

©
瀧
本
幹
也

広
瀬
す
ず
７
月
13
日
に
表
彰

是
枝
裕
和
監
督
は
18
日
に
登
壇

ジャパン・ソサエティーで来月１０日間開催

是枝監督

https://shopnyseikatsu.com/
https://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/senkyo/index.html
mailto:hoshinoshima819@gmail.com
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mailto:hoshinoshima819@gmail.com
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